
日
米
同
盟
の
強
化
明
記

統
計
開
始
以
来
、
最
少
と

な
る
９
１
万
８
３
９
７
人

（
前
年
比
２
万
７
６
６
８

人
減
）
と
な
り
、
３
年
連

続
で
１
０
０
万
人
を
割

り
込
ん
だ
。
死
亡
数
は

２
万
２
０
８
５
人
増
加
の

１
３
６
万
２
４
８
２
人
。
出

生
数
か
ら
引
い
た
人
口
の
自

然
減
は
４
４
万
４
０
８
５
人

と
過
去
最
多
で
、
人
口
減
少

が
加
速
し
て
い
る
。
厚
労
省

の
担
当
者
は
「
子
ど
も
を
産

み
た
い
人
が
、
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
よ
う
な
施
策

を
講
じ
て
い
く
」
と
し
て
い

　
【
共
同
】
自
民
党
は
７
日
、夏
の
参
院
選
公
約
を
決
定
し
た
。
重
点
項
目
は
憲
法
改
正
な
ど
６
本
柱
。
改
憲
は
「
党

内
外
で
議
論
を
活
発
に
行
い
、
衆
参
の
憲
法
審
査
会
で
憲
法
論
議
を
丁
寧
に
深
め
る
」
と
し
て
早
期
の
改
憲
実
現

を
目
指
す
姿
勢
を
明
記
し
た
。
第
１
の
柱
は
安
倍
晋
三
首
相
（
党
総
裁
）
が
進
め
る
外
交
で
「
日
米
同
盟
を
一
層

強
固
に
す
る
」
な
ど
と
前
面
に
打
ち
出
し
た
。
表
題
は
令
和
へ
の
改
元
を
意
識
し
て
首
相
が
多
用
す
る
「
日
本
の

明
日
を
切
り
拓
く
。」
を
選
ん
だ
。

参
院
選
公
約
は
６
本
柱

対
策
急
務
、
人
口
動
態
統
計

自民、改憲「活発に議論」１
８
年
生
ま
れ
最
少
の
９
１
万
人

出
生
率
１・４
２
、３
年
連
続
減

不
正
ス
ズ
キ
に
最
大
過
料
も

国
交
省
、
重
点
監
視
対
象
に

杉
良
太
郎
さ
ん

運
転
免
許
返
納

「
事
故
取
り
返
し
付
か
な
い
」

参院選の公約を発表する自民党
の岸田政調会長＝７日午後、東
京・永田町の党本部（共同）

り
、
安
倍
政
権
が
掲
げ
る

「
２
５
年
度
末
ま
で
に
出
生

率
１
・
８
」
の
目
標
達
成
は

厳
し
さ
を
増
し
た
。
１
０
月

か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
が
実
施
さ
れ
る
が
、
よ
り

実
効
性
の
高
い
少
子
化
対
策

が
求
め
ら
れ
る
。

　

１
８
年
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
の
数
（
出
生
数
）
は

　
【
共
同
】
女
性
１
人
が
生

涯
に
産
む
子
ど
も
の
推
定

人
数
を
示
す
２
０
１
８
年

の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・

４
２
と
な
り
、前
年
か
ら
０
・

０
１
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
た
こ

と
が
７
日
、
厚
生
労
働
省
の

人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
で

分
か
っ
た
。
３
年
連
続
の
減

少
。
若
い
世
代
が
減
っ
て
お

韓
国
全
域
を
核
攻
撃
可
能
か

５
月
発
射
の
新
型
、
米
専
門
家

路
運
送
車
両
法
違
反
に
よ
る

過
料
の
適
用
も
同
日
、
静
岡

地
裁
に
通
知
し
た
。
金
額
は

裁
判
所
が
決
め
る
。
過
去
最

大
の
１
億
９
６
５
０
万
円
に

上
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

勧
告
書
は
再
発
防
止
策
の

実
効
性
を
確
保
す
る
ほ
か
、

四
半
期
ご
と
に
実
施
状
況
を

報
告
す
る
よ
う
要
求
し
た
。

不
正
が
判
明
し
た
際
に
、
速

や
か
に
リ
コ
ー
ル
（
無
料
の

回
収
・
修
理
）
な
ど
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
も
求
め
た
。

　

国
交
省
は
立
ち
入
り
検
査

な
ど
の
結
果
も
公
表
し
た
。

一
部
の
工
場
管
理
職
が
不
可

解
な
検
査
が
あ
る
と
報
告
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
社

が
重
要
性
を
認
識
せ
ず
対
応

を
任
せ
た
と
指
摘
し
た
。
こ

う
し
た
姿
勢
が
、
現
場
に
よ

る
不
正
の
隠
蔽
を
招
い
た
と

結
論
づ
け
た
。

　

石
井
啓
一
国
交
相
は
東
京

都
内
で
鈴
木
俊
宏
社
長
に
勧

告
書
を
手
渡
し
「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
意

識
の
低
さ
、
自
浄
能
力
の
欠

関
東
甲
信
で
梅
雨
入
り

東
海
、
北
陸
、
東
北
南
部
も

如
、
不
正
事
案
が
報
告
さ
れ

な
い
不
健
全
な
組
織
風
土
の

結
果
だ
」
と
批
判
し
た
。
鈴

木
社
長
は
「
重
く
、
厳
粛
に

受
け
止
め
る
」
と
述
べ
た
。

　

過
料
は
行
政
罰
の
一
種

で
、
１
台
当
た
り
３
０
万
円

以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
特
に
重
大
な
違
反

が
確
認
さ
れ
た
６
５
５
台

を
対
象
と
し
た
。
過
料
の
適

用
を
求
め
た
台
数
で
は
過
去

最
大
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
は

昨
年
１
２
月
に
過
料
適
用
が

申
請
さ
れ
た
日
産
自
動
車
の

４
５
４
台
が
最
大
だ
っ
た
。

　

ス
ズ
キ
で
は
資
格
を
持
た

な
い
従
業
員
が
検
査
印
を

　
【
共
同
】
国
土
交
通
省
は

７
日
、
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
検

査
不
正
が
発
覚
し
た
ス
ズ
キ

に
意
識
改
革
や
組
織
風
土
の

改
善
を
求
め
る
勧
告
書
を
交

付
し
た
。
不
正
が
長
年
放
置

さ
れ
て
い
た
と
し
て
当
分
の

間
、
重
点
的
な
監
視
対
象
と

す
る
こ
と
も
通
告
し
た
。
道

る
。

　

母
親
の
年
代
ご
と
の
出
生

数
は
４
５
歳
以
上
を
除
く
全

て
の
世
代
で
前
年
と
比
べ
て

い
ず
れ
も
減
少
し
、「
３
０

〜
３
４
歳
」
の
世
代
で
は

１
万
人
以
上
減
っ
た
。
第
１

子
出
生
時
の
平
均
年
齢
は
４

年
連
続
で
３
０
・
７
歳
の
ま

ま
で
、
晩
産
化
の
傾
向
が
続

い
て
い
る
。

　

都
道
府
県
ご
と
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
沖
縄
の
１
・

８
９
が
最
も
高
く
、
島
根
の

１
・
７
４
、
宮
崎
の
１
・
７
２

が
続
い
た
。
最
も
低
か
っ
た

の
は
東
京
の
１
・
２
０
。
出

　
【
北
京
共
同
】
米
国
の
核
・

ミ
サ
イ
ル
問
題
専
門
家
ジ
ェ

フ
リ
ー
・
ル
イ
ス
氏
は
７
日

ま
で
に
、
北
朝
鮮
が
５
月
上

旬
に
発
射
し
た
新
型
の
短
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
つ
い

て
、
ソ
ウ
ル
南
方
の
平
沢
に

移
転
し
た
在
韓
米
軍
司
令
部

を
含
め
、
韓
国
の
ほ
ぼ
全
域

を
核
攻
撃
で
き
る
恐
れ
が
あ

る
と
の
分
析
を
発
表
し
た
。

　

同
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
巡
っ

て
、
日
本
は
北
朝
鮮
に
弾
道

ミ
サ
イ
ル
発
射
を
禁
じ
た

国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議

違
反
だ
と
批
判
し
た
の
に
対

し
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は

問
題
視
し
な
い
姿
勢
を
示
し

て
い
る
。
南
北
対
話
を
優
先

す
る
韓
国
の
文
在
寅
政
権
も

非
難
を
避
け
て
い
る
が
、
韓

国
や
在
韓
米
軍
に
深
刻
な
脅

　
【
共
同
】
気
象
庁
は
７
日
、

東
海
、
関
東
甲
信
、
北
陸
、

東
北
南
部
が
梅
雨
入
り
し
た

と
み
ら
れ
る
と
発
表
し
た
。

平
年
に
比
べ
、
東
海
と
関
東

甲
信
は
１
日
早
く
、
東
北
南

部
と
北
陸
は
５
日
早
い
。
各

地
方
と
も
向
こ
う
１
週
間
は

気
圧
の
谷
や
湿
っ
た
空
気
の

影
響
で
曇
り
や
雨
の
日
が
多

く
な
る
見
通
し
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
に
沖
縄
や
奄
美
、
九
州

南
部
が
梅
雨
入
り
し
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。
九
州
北
部
や

中
国
、
四
国
、
近
畿
は
７
日

に
雨
が
降
っ
た
が
、
８
日
以

降
に
天
気
が
回
復
す
る
見
込

み
で
、
梅
雨
入
り
の
発
表
を

見
送
っ
た
と
い
う
。

　

各
地
方
の
平
年
の
梅
雨
明

け
は
、
東
海
と
関
東
甲
信
が

７
月
２
１
日
ご
ろ
、
北
陸
は

同
月
２
４
日
ご
ろ
、
東
北
南

部
は
同
月
２
５
日
ご
ろ
。

東京・丸の内で傘を差して歩く人
たち＝７日午後（共同）

鮫
洲
運
転
免
許
試
験
場
で
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る

杉
良
太
郎
さ
ん
＝
７
日
午
後
、

東
京
都
品
川
区
（
共
同
）

と
の
表
現
を
加
え
、
１
７
年

衆
院
選
公
約
と
そ
ろ
え
た
。

北
方
領
土
は
「
わ
が
国
固
有

の
領
土
」
と
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
６
年
間

の
実
績
を
、
有
効
求
人
倍
率

な
ど
の
数
値
を
挙
げ
て
ア

ピ
ー
ル
。
人
口
減
少
を
機
に

技
術
革
新
を
進
め
「
強
い
経

済
で
所
得
を
増
や
す
」
と
打

ち
出
し
た
。
１
０
月
に
消
費

税
率
を
１
０
％
に
引
き
上
げ

る
と
明
記
し
た
。

　

先
端
技
術
を
生
か
す
地
方

創
生
や
ス
マ
ー
ト
農
業
、
環

太
平
洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

を
踏
ま
え
た
農
業
者
支
援
も

列
挙
。
相
次
ぐ
児
童
虐
待
事

件
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

岸
田
氏
は
「
令
和
時
代
の

日
本
の
姿
を
選
ん
で
ほ
し

い
」
と
強
調
し
た
。

　
【
共
同
】
冷
戦
時
代
の
核

実
験
で
被
ば
く
し
た
り
故
郷

を
追
わ
れ
た
り
し
た
人
々
の

写
真
展
が
７
日
、
広
島
市
の

旧
日
本
銀
行
広
島
支
店
で
始

ま
っ
た
。
核
技
術
が
社
会
や

文
化
に
与
え
た
影
響
を
研

究
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

と
米
国
人
の
学
者
２
人
が
企

画
。「
歴
史
に
隠
さ
れ
て
き

た
『
世
界
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』

の
存
在
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
１
２

日
ま
で
。

　

豪
マ
ー
ド
ッ
ク
大
の
ミ
ッ

ク
・
ブ
ロ
デ
リ
ッ
ク
教
授

（
５
９
）
と
、
米
国
出
身
で

広
島
市
立
大
の
ロ
バ
ー
ト
・

ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
教
授（
５
９
）

は
被
ば
く
者
の
体
験
や
教

訓
を
後
世
に
残
そ
う
と
、

２
０
０
８
年
か
ら
世
界
各
地

で
被
ば
く
者
の
証
言
を
集
め

て
き
た
。

　

展
示
し
て
い
る
の
は
、
ブ

ロ
デ
リ
ッ
ク
教
授
が
撮
影
し

た
う
ち
の
３
０
枚
。
米
国
と

旧
ソ
連
そ
れ
ぞ
れ
の
主
要
な

実
験
場
だ
っ
た
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
住

民
ら
の
ほ
か
、
米
の
水
爆
実

験
で
被
ば
く
し
た
漁
船
「
第

五
福
竜
丸
」
の
元
船
員
が
写

る
。

　

２
人
は
「
被
害
の
実
態
は

現
在
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
。
写
真
を
通
じ
て
問

題
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
る
。

観
光
で
東
京
都
か
ら
訪
れ
た

介
護
福
祉
士
の
河
合
恵
理
さ

ん
（
５
８
）
は
「
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
世
界
中
に
被
ば
く

者
が
い
る
の
だ
と
知
っ
た
。

被
害
者
は
も
っ
と
怒
っ
て
も

い
い
は
ず
」
と
話
し
た
。

電
動
化
目
標
５
年
前
倒
し

ト
ヨ
タ
、
Ｅ
Ｖ
販
売
拡
大

　
【
共
同
】
ト
ヨ
タ
自
動
車

は
７
日
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
（
Ｈ
Ｖ
）
や
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）、
燃
料
電
池
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
な
ど
電
動
車
の
世
界

販
売
台
数
を
２
０
３
０
年
に

５
５
０
万
台
以
上
に
す
る
と

し
た
目
標
を
、
５
年
ほ
ど
前

倒
し
し
て
達
成
で
き
る
見
通

し
と
明
ら
か
に
し
た
。
中
国

大
手
の
車
載
電
池
メ
ー
カ
ー

と
も
提
携
し
、
電
動
化
の
中

核
部
品
の
調
達
を
強
化
す
る

見
込
み
で
、
販
売
拡
大
に
つ

な
げ
る
。

　

ト
ヨ
タ
は
こ
れ
ま
で
、

３
０
年
に
電
動
車
を
現
在
の

世
界
販
売
台
数
の
半
分
程
度

威
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ル
イ
ス
氏
は
、
５
０
０
キ

ロ
の
弾
頭
を
最
大
４
５
０
キ

ロ
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
、
通

常
弾
頭
と
核
弾
頭
の
両
方
を

搭
載
可
能
と
分
析
し
て
い

る
。
た
だ
、
専
用
の
核
弾
頭

を
開
発
済
み
か
ど
う
か
は
不

明
だ
。

　

同
ミ
サ
イ
ル
は
昨
年
２
月

の
軍
事
パ
レ
ー
ド
に
初
登

場
し
、
米
軍
呼
称
は
Ｋ
Ｎ

２
３
。
外
見
は
ロ
シ
ア
の
高

性
能
弾
道
ミ
サ
イ
ル
、
イ
ス

カ
ン
デ
ル
と
よ
く
似
て
い
る

も
の
の
、
ル
イ
ス
氏
は
北
朝

鮮
が
公
開
し
た
写
真
を
分
析

し
た
結
果
、
配
線
管
の
位
置

や
下
端
の
誘
導
装
置
に
明
ら

か
な
違
い
が
あ
る
と
指
摘
。

イ
ス
カ
ン
デ
ル
や
韓
国
の
類

似
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
「
玄
武

２
」
を
モ
デ
ル
に
北
朝
鮮
が

国
産
化
し
た
と
み
て
い
る
。

　

イ
ス
カ
ン
デ
ル
同
様
、
通

常
の
弾
道
軌
道
よ
り
も
高
度

を
抑
え
て
飛
ぶ
こ
と
で
飛
行

時
間
を
短
く
し
、
レ
ー
ダ
ー

を
回
避
す
る
特
性
も
備
え
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

北
朝
鮮
は
２
０
１
６
年
、

韓
国
軍
の
内
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
ハ
ッ
キ
ン
グ
し
た
と
さ

れ
、
こ
の
際
に
玄
武
２
の
設

計
図
を
盗
ん
だ
と
の
見
方
も

出
て
い
る
。

に
当
た
る
５
５
０
万
台
以
上

と
し
、
う
ち
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ

を
計
１
０
０
万
台
以
上
に
伸

ば
す
目
標
を
掲
げ
て
い
た
。

世
界
的
に
燃
費
規
制
が
強
ま

る
中
、
電
動
車
へ
シ
フ
ト
を

加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
、
今
後
、
中
国
な
ど

　

一
方
で
、
首
相
が
挙
げ
る

２
０
年
の
改
憲
実
現
目
標
は

示
し
て
い
な
い
。
１
６
年
参

院
選
、
１
７
年
衆
院
選
の
公

約
に
あ
る
「
各
党
と
連
携
」

と
の
表
現
も
書
き
込
ま
な

か
っ
た
。

　

外
交
で
は
「
世
界
の
真
ん

中
で
力
強
い
日
本
外
交
」
と

し
て
首
脳
外
交
の
写
真
を
ふ

ん
だ
ん
に
掲
載
。
月
末
の

２
０
カ
国
・
地
域
首
脳
会
議

（
Ｇ
２
０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
）

で
議
長
国
を
務
め
る
こ
と
に

も
触
れ
た
。
米
中
貿
易
摩
擦

な
ど
を
念
頭
に
、
国
際
社
会

の
結
束
や
ル
ー
ル
作
り
を
日

本
が
主
導
す
る
と
訴
え
た
。

対
北
朝
鮮
で
は
、
原
案
で
外

し
て
い
た「
最
大
限
の
圧
力
」

　

７
日
の
党
政
調
審
議
会
と

総
務
会
で
了
承
し
、
岸
田
文

雄
政
調
会
長
が
発
表
し
た
。

柱
は
①
外
交
・
防
衛
②
強
い

経
済
③
安
心
社
会
④
地
方
創

生
⑤
復
興
・
防
災
⑥
憲
法
改

正
―
で
構
成
。「
令
和
新
時

代
・
伝
統
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
副
題
も
付
け
た
。

　

憲
法
改
正
は
、
２
０
１
７

年
の
衆
院
選
政
権
公
約
に
続

い
て
重
点
項
目
に
掲
げ
、
９

条
へ
の
自
衛
隊
明
記
な
ど
党

改
憲
案
４
項
目
を
明
示
し

た
。
憲
法
審
が
ほ
と
ん
ど
開

け
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、
議

論
推
進
を
主
張
。
安
倍
政
権

下
で
の
改
憲
に
反
対
す
る
立

憲
民
主
党
な
ど
と
の
違
い
を

鮮
明
に
し
、争
点
化
を
図
る
。

杉
良
太
郎
さ
ん
（
７
４
）
が

７
日
、
東
京
都
品
川
区
の
鮫

洲
運
転
免
許
試
験
場
で
、
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
。
報
道
陣
を
前
に
「
事
故

で
人
を
死
な
せ
て
し
ま
っ
た

ら
取
り
返
し
が
付
か
な
い
。

返
納
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
う
」

と
話
し
た
。

　

７
０
歳
の
と
き
に
受
け
た

免
許
更
新
の
講
習
で
「
目
や

手
の
反
応
が
若
い
頃
と
違

う
」
と
感
じ
た
の
が
き
っ
か

け
。
４
月
に
東
京
・
池
袋

で
母
子
２
人
が
死
亡
し
た
高

齢
者
の
暴
走
事
故
な
ど
を
受

け
、
７
５
歳
に
な
る
の
を
前

に
決
断
し
た
と
い
う
。

　

最
近
は
東
京
都
内
で
は
運

転
し
な
い
が
、
別
荘
の
あ
る

青
森
県
内
で
買
い
物
の
た

め
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
こ
と
が

あ
っ
た
と
説
明
し
「
車
が
な

い
と
不
自
由
な
高
齢
者
が
大

勢
い
る
。
返
納
し
て
と
は
呼

び
か
け
づ
ら
い
が
、
反
応
が

鈍
い
な
と
感
じ
た
ら
人
を
傷

つ
け
な
い
う
ち
に
返
す
の
が

賢
明
か
と
思
う
」と
語
っ
た
。

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
昨
年

世
界
の
ヒ
バ
ク

シ
ャ
写
真
展

広
島
、
豪
米
の
研
究
者
が
企
画

生
数
が
死
亡
数
を
上
回
っ
た

の
は
沖
縄
だ
け
だ
っ
た
。

　

結
婚
は
６
年
連
続
で
減

り
、５
８
万
６
４
３
８
組（
２ 

万
４
２
８
組
減
）
で
戦
後
最

少
。
初
婚
の
平
均
年
齢
は
夫

３
１
・
１
歳
、
妻
２
９
・
４
歳

で
１
４
年
か
ら
変
わ
っ
て
い

な
い
。
離
婚
は
３
９
２
９
組

減
の
２
０
万
８
３
３
３
組

だ
っ
た
。

　

死
因
は
、
１
９
８
１
年

以
来
１
位
が
続
く
「
が
ん
」

の
２
７
・
４
％
が
最
も
多

く
、
心
疾
患
１
５
・
３
％
、

老
衰
８
・
０
％
が
続
い
た
。

自
殺
者
は
４
３
３
人
減
の

２
万
３
２
人
で
、全
体
の
１
・

５
％
だ
っ
た
。

使
っ
て
い
た
不
正
な
ど
が
判

明
し
、
今
年
４
月
に
は
計

２
９
車
種
、
２
０
０
万
台
超

の
リ
コ
ー
ル
を
届
け
出
た
。

　

２
０
１
６
年
に
は
燃
費

デ
ー
タ
の
不
正
測
定
が
判
明

し
た
。
そ
の
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
表
面
化
し
、
法
令

順
守
意
識
の
希
薄
さ
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

国
交
省
は
昨
年
１
０
月
、

検
査
不
正
を
防
ぐ
た
め
自
動

車
メ
ー
カ
ー
に
必
要
な
措
置

を
勧
告
で
き
る
よ
う
省
令
を

一
部
改
正
し
た
。
１
１
月
に

は
車
の
検
査
不
正
を
繰
り
返

し
た
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
（
ス
バ

ル
）に
勧
告
書
を
交
付
し
た
。

ス
ズ
キ
は
２
例
目
と
な
る
。

で
販
売
攻
勢
を
か
け
る
。

　

車
載
用
電
池
は
Ｅ
Ｖ
の
性

能
や
価
格
を
左
右
す
る
重
要

な
部
品
だ
。
ト
ヨ
タ
は
中

国
の
車
載
電
池
メ
ー
カ
ー
大

手
「
寧
徳
時
代
新
能
源
科
技

（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｌ
）」
と
提
携
し
、

調
達
先
を
広
げ
て
、
電
動
車

の
量
産
に
備
え
る
と
み
ら
れ

る
。

　

ト
ヨ
タ
の
寺
師
茂
樹
副
社

長
が
７
日
、
東
京
都
内
で
開

い
た
説
明
会
で
、
目
標
の
前

倒
し
の
ほ
か
、
国
内
で
２
人

乗
り
の
超
小
型
Ｅ
Ｖ
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構

築
を
目
指
す
と
表
明
し
た
。

　

市
場
調
査
会
社
テ
ク
ノ
・

シ
ス
テ
ム
・
リ
サ
ー
チ
（
東

京
）
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｌ

は
電
動
車
向
け
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
１
７
年
の
出
荷

容
量
ベ
ー
ス
で
、
世
界
シ
ェ

ア
が
１
５
・
５
％
と
ト
ッ
プ

だ
っ
た
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は

１
４
・
６
％
で
２
位
だ
っ
た
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｌ
は
ド
イ
ツ
自
動
車

大
手
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
（
Ｖ
Ｗ
）
や
Ｂ
Ｍ
Ｗ
と
も

提
携
し
て
い
る
。

　

自
動
車
業
界
が
「
１
０
０

年
に
一
度
」
と
さ
れ
る
技
術

変
革
期
に
あ
る
中
、
ト
ヨ
タ

は
他
社
と
の
協
業
を
増
や
し

て
い
る
。
車
載
電
池
事
業
を

巡
っ
て
も
、
ト
ヨ
タ
は
１
７

年
に
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
の

提
携
を
発
表
。電
池
の
開
発
、

生
産
で
協
力
し
２
０
年
末
ま

で
に
共
同
で
新
会
社
を
設
立

す
る
予
定
だ
。

７
５
歳
以
上
の
免
許
返
納
者

は
２
９
万
２
０
８
９
人
で
過

去
最
多
を
更
新
。
警
視
庁
に

よ
る
と
、
今
年
は
池
袋
の
事

故
後
に
東
京
都
で
返
納
が
急

増
。５
月
は
５
７
５
９
人
で
、

統
計
を
始
め
た
２
０
１
４
年

以
降
、月
間
最
多
と
な
っ
た
。

　
【
共
同
】高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
重
大
事
故
が
多
発
し

て
い
る
中
、
歌
手
で
俳
優
の
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高
イ
ン
フ
レ
が
障
壁
の
一つ

が
、
そ
の
内
８
８
社
は
子
会

社
だ
と
い
う
。
石
油
公
社
ペ

ト
ロ
ブ
ラ
ス
（
Ｐ
Ｂ
）
を
例

に
と
れ
ば
、
同
社
は
３
６
の

子
会
社
を
抱
え
て
い
る
。

　

同
社
は
昨
年
よ
り
、
子
会

社
売
却
も
含
め
た
資
産
整
理

を
行
お
う
と
し
て
い
た
が
、

常
に
法
的
整
合
性
へ
の
不
安

が
付
き
ま
と
っ
て
い
た
。

　

Ｐ
Ｂ
は
今
年
４
月
に
、
同

社
の
ガ
ス
製
品
専
門
で
扱
う

子
会
社
、
Ｔ
Ａ
Ｇ
の
株
式
の

９
割
を
８
６
億
ド
ル
で
エ
ン

ジ
ー
・
グ
ル
ー
プ
（
本
社
フ

ラ
ン
ス
）
に
売
却
す
る
こ
と

で
合
意
を
成
立
さ
せ
て
い
た

が
、
最
高
裁
は
そ
れ
を
差
し

止
め
る
予
備
判
決
を
出
し
て

い
た
。

　

し
か
し
、
６
日
の
最
高
裁

の
決
定
に
よ
り
、
Ｔ
Ａ
Ｇ
を

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
６
日
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
訪
問
し
、
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ

レ
ス
で
マ
ク
リ
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
、
閣
僚
も
交
え
た
拡
大
会
談
、
同
国
企
業

家
た
ち
と
の
会
談
を
行
っ
た
。
企
業
家
と
の
会
談
で
は
、
両
国
共
通
の
通
貨
を
作

る
構
想
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
外
交

上
の
礼
儀
を
無
視
し
て
、
今
年
後
半
に
行
わ
れ
る
大
統
領
選
で
の
マ
ク
リ
氏
再
選

を
支
持
し
た
。
７
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

済
相
は
７
日
、「
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
側
は
こ
の
構
想
に
す
っ

か
り
乗
り
気
だ
が
、
伯
国
側

は
思
案
中
で
、
推
測
の
域
を

出
て
い
な
い
」
と
の
見
方
を

表
明
し
た
。

　

首
脳
会
談
で
は
、
犯
罪
組

織
の
撲
滅
や
運
輸
、
科
学
技

術
、
起
業
問
題
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
た
。
両
国
国
境
（
南
大
河

州
）
の
水
力
発
電
所
建
設
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
、
こ
の
日
行
っ
た
演
説

と
記
者
会
見
で
マ
ク
リ
大
統

領
再
選
の
希
望
を
明
ら
か
に

し
た
。
外
交
上
、
大
統
領
は

他
国
の
選
挙
へ
の
希
望
を
表

明
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
候
補
者
の

名
前
こ
そ
伏
せ
た
も
の
の
、

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
民
が
、

感
情
で
な
く
、
理
性
で
選
挙

に
臨
め
る
よ
う
、
神
に
願
っ

た
」
と
演
説
。
記
者
会
見
で

も
「
南
米
南
部
に
も
う
ひ
と

つ
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
作
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
キ
ル
チ

ネ
リ
ズ
モ
に
戻
れ
ば
、
こ
の

　

６
日
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を

初
め
て
公
式
訪
問
し
た
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
だ
が
、
ブ
エ

ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
で
は
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
の
訪
問
に
反
対
す

る
人
た
ち
が
デ
モ
を
起
こ

し
、「
即
座
に
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
か
ら
出
て
行
け
」
な
ど
と

叫
ん
で
抗
議
を
行
っ
た
。
同

地
域
に
新
た
な
経
済
危
機
が

起
こ
り
う
る
」
と
語
っ
た
。

　

同
国
の
大
統
領
選
は
１
０

月
２
７
日
に
行
わ
れ
る
が
、

世
論
調
査
で
は
、「
キ
ル
チ

ネ
リ
ズ
モ
」
の
張
本
人
で
あ

る
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
・
キ
ル
チ

ネ
ル
前
大
統
領
が
副
候
補
と

し
て
つ
い
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
氏
が
、
マ

ク
リ
氏
を
や
や
リ
ー
ド
し
て

い
る
と
い
う
。

　

マ
ク
リ
氏
は
同
国
の
大
企

業
の
一
族
出
身
で
、
企
業
家

と
し
て
辣
腕
を
振
る
っ
た
後

に
政
界
に
転
じ
、
大
統
領
に

選
ば
れ
た
。
国
民
は
経
済
状

況
の
好
転
を
期
待
し
て
い
た

が
、
現
在
も
高
イ
ン
フ
レ
が

共
通
通
貨
へ
の
提
言
再
び

含
む
資
産
売
却
計
画
を
実
行

に
移
す
こ
と
が
出
来
る
。
Ｐ

Ｂ
は
子
会
社
整
理
に
よ
る
売

却
益
を
２
６
９
億
レ
ア
ル
と

見
積
も
っ
て
い
る
。　
　

　

最
高
裁
で
の
審
理
後
、
エ

な
い
」
と
い
う
予
備
判
決
だ
。

　

６
日
は
、
そ
の
予
備
判
決

の
内
容
の
一
部
を
変
更
し
、

連
邦
政
府
が
公
社
や
半
官
半

民
企
業
を
売
却
す
る
際
に
だ

け
、
議
会
の
承
認
が
必
要
と

　

さ
ら
に
は
、
公
社
な
ど
が

子
会
社
を
売
却
す
る
際
は

公
開
入
札
を
行
う
必
要
は
な

い
こ
と
も
決
め
た
が
、
憲
法

の
定
め
る
公
共
機
関
の
運
営

規
範
に
則
り
、
市
場
の
原
則

を
無
視
し
た
売
却
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

と
し
た
。

　

経
済
省
に
よ
る
と
、
国
内

に
は
１
３
４
の
公
社
が
あ
る

　

最
高
裁
は
６
日
、
公
社
や

半
官
半
民
企
業
は
、
連
邦
議

会
の
承
認
な
し
に
子
会
社
を

売
却
で
き
る
と
決
め
た
と
、

６
、７
日
付
伯
字
各
紙
・
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　
こ
こ
で
い
う
「
売
却
」
は
、

１
０
０
％
完
全
な
売
却
と
、

過
半
数
の
株
式
の
売
却
（
支

配
権
は
失
う
）
の
双
方
を
含

む
。

　

し
か
し
、
最
高
裁
は
、
国

が
公
社
本
体
を
売
却
す
る
際

に
は
議
会
の
承
認
が
必
要
と

し
た
。

最
高
裁
が
予
備
判
決
を
変
更

ミ
ナ
ス
州
で
ダ
ニ
熱
が
流
行

子
会
社
売
却
は
議
会
承
認
不
要
に

し
、
公
社
な
ど
が
子
会
社
を

売
却
す
る
際
は
議
会
承
認
は

不
要
と
決
め
ら
れ
た
。

　

Ｐ
Ｂ
の
ロ
ベ
ル
ト
・
カ
ス
テ

ロ
・
ブ
ラ
ン
コ
総
裁
は
、
最

高
裁
の
決
定
に
関
し
「
伯
国

の
た
め
に
偉
大
な
勝
利
」
と

語
っ
た
。
同
総
裁
は
Ｐ
Ｂ
社

広
報
を
通
じ
て
、「
幸
せ
な
一

日
」
と
の
コ
メ
ン
ト
も
発
表

し
た
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

に
任
命
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
コ
氏

は
、
今
後
も
資
産
整
理
を
加

速
さ
せ
、
Ｐ
Ｂ
の
財
政
健
全

化
を
図
る
意
向
だ
。

　

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

も
、
公
社
の
子
会
社
売
却
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
動
き
に

賛
成
で
、
最
高
裁
の
審
理
の

最
中
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
っ
て
動
画
を
配
信
。
伯
国

の
法
規
を
批
判
す
る
と
共
に
、

子
会
社
売
却
を
促
す
発
言
を

行
っ
た
。

い
た
。

　

そ
の
話
が
再
燃
し
て
い
る

の
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
側
が

４
月
末
か
ら
再
提
案
し
は
じ

め
た
か
ら
だ
。
マ
ク
リ
大
統

領
は
米
国
訪
問
し
た
際
に
ワ

シ
ン
ト
ン
で
そ
の
話
を
口
に

し
た
。
ま
た
、
同
国
の
ニ
コ

ラ
ス
・
ド
ゥ
ジ
ョ
ー
ネ
経
済

相
は
４
月
に
リ
オ
を
訪
れ
た

際
に
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済

相
と
会
い
、
伯
国
も
両
国
共

通
通
貨
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

公
表
す
る
よ
う
求
め
た
が
、

伯
国
側
が
拒
否
し
て
い
た
。

　

こ
こ
数
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
は
恒
常
的
な
高
イ
ン
フ
レ

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
伯

国
の
イ
ン
フ
レ
が
年
間
５
％

未
満
な
の
に
対
し
、
同
国
は

５
５
％
を
記
録
し
て
い
る
。

同
国
の
イ
ン
フ
レ
の
高
さ

は
、
両
国
共
通
通
貨
誕
生
の

障
壁
の
一
つ
だ
。
ゲ
デ
ス
経

連邦最高裁判所
（Jose Cruz / Ag.Brasil）

６日、ボウソナロ（中央左）、マクリ両大統領
（Marcos Corrêa/PR）

大
統
領
選
は
危
な
い
状
況
？

続
き
、
不
満
が
高
ま
っ
て
い

る
。
５
月
２
９
日
に
は
就
任

後
５
回
目
と
な
る
ゼ
ネ
ス
ト

も
起
き
て
お
り
、
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。

大
統
領
は
、
３
月
に
チ
リ
を

訪
れ
た
際
に
も
同
様
の
抗
議

行
動
を
受
け
て
い
る
。
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
氏
は
、
同
氏
を
「
今

年
の
顔
」
に
選
ん
だ
伯
米
商

工
会
議
所
の
表
彰
を
受
け
に

行
く
際
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
博
物
館
や
ホ
テ
ル
に
断
ら

れ
、
結
局
、
テ
キ
サ
ス
州
で

表
彰
を
受
け
た
。
過
激
な
言

動
で
人
気
を
得
た
代
償
で
、

嫌
う
人
は
全
世
界
に
ち
ら

ば
っ
て
い
る
証
拠
と
も
い
え

る
。
同
氏
が
敬
愛
す
る
ト
ラ

ン
プ
米
国
大
統
領
と
は
こ
う

い
う
点
で
も
ソ
ッ
ク
リ
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

来
週
に
は
伯
国
開
催
と
な

る
サ
ッ
カ
ー
の
コ
パ
・
ア
メ

リ
カ
が
開
幕
と
な
る
が
、
女

子
サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
杯
は
も

う
す
で
に
は
じ
ま
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
伯
国
代
表
の
日

程
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
初

戦
は
明
日
９
日
の
対
ジ
ャ
マ

イ
カ
戦
で
午
前
１
０
時
３
０

分
（
ブ
ラ
ジ
リ
ア
時
間
、
以

下
同
）
か
ら
、
１
３
日
は
対

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦
で
１
３

時
か
ら
、
１
８
日
は
対
イ
タ

リ
ア
戦
で
１
６
時
か
ら
、
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
３
戦
で

グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
グ
を
勝
ち

抜
く
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
健

闘
を
祈
り
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

注
目
さ
れ
た
コ
パ
・
ア
メ

リ
カ
で
の
ネ
イ
マ
ー
ル
の
代

替
選
手
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ン
に

決
ま
っ
た
。
フ
ァ
ン
が
求
め

て
い
た
の
は
、
ヴ
ィ
ニ
シ
ウ

ス
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル
や
ル
ー
カ

ス
・
モ
ウ
ラ
、
ド
ゥ
ド
ゥ
な

ど
、
ネ
イ
マ
ー
ル
と
同
タ
イ

プ
の
得
点
の
取
れ
る
左
ウ
イ

ン
グ
で
、ゲ
ー
ム
メ
イ
カ
ー
・

タ
イ
プ
の
ウ
ィ
リ
ア
ン
は
や

や
意
外
。
だ
が
、
選
ば
れ
た

か
ら
に
は
、
Ｗ
杯
に
２
度
出

場
し
た
経
験
値
を
活
か
し
て

ほ
し
い
。

　
【
既
報
関
連
】
女
性
へ
の
強

姦
疑
惑
で
揺
れ
る
ネ
イ
マ
ー

ル
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
伯
国
代

表
か
ら
正
式
に
外
さ
れ
た
６

日
、
リ
オ
に
赴
き
、
か
ね
て

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
事
情

聴
取
に
応
じ
た
。
７
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

５
日
夜
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た
カ
タ
ー
ル
と
の

親
善
試
合
で
負
傷
し
た
ネ
イ

マ
ー
ル
は
、
自
宅
の
あ
る
リ

オ
州
マ
ン
ガ
ラ
チ
ー
バ
に
立

ち
寄
っ
た
後
、
午
後
７
時
頃

に
リ
オ
市
北
部
に
あ
る
市
警

本
部
に
出
頭
し
、
事
情
聴
取

を
受
け
た
。

　

ネ
イ
マ
ー
ル
が
事
情
聴
取

を
求
め
ら
れ
た
の
は
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
弁
明

を
す
る
際
、
彼
を
訴
え
た
ナ

ジ
ー
ラ
・
ト
リ
ン
ダ
ー
デ
さ

ん
の
ヌ
ー
ド
写
真
を
本
人
の

了
承
も
な
く
公
表
し
た
こ
と

が
違
法
行
為
で
あ
っ
た
た
め

だ
。

　

事
情
聴
取
は
約
１
時
間
半

で
終
わ
っ
た
が
、
担
当
弁
護

士
の
１
人
の
マ
リ
ア
・
フ
ェ
ル

ナ
ン
デ
ス
氏
に
よ
る
と
、
ネ

イ
マ
ー
ル
は
「
聞
か
れ
た
こ

と
に
対
し
て
落
ち
着
い
て
答

え
て
い
た
」
と
い
う
。

　
一
方
、
ナ
ジ
ー
ラ
さ
ん
は

７
日
、
聖
市
の
女
性
警
察
署

で
事
情
聴
取
を
受
け
た
。
そ

こ
で
は
主
に
、
ナ
ジ
ー
ラ
さ

ん
が
ネ
イ
マ
ー
ル
か
ら
暴
行

を
受
け
た
こ
と
を
示
す
ビ
デ

オ
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
聞
か

れ
て
い
る
。

　

ネ
イ
マ
ー
ル
は
今
回
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
で
既
に
ス
ポ
ン

サ
ー
の
マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
社

の
契
約
を
失
う
な
ど
し
て
い

る
が
、「
こ
れ
ほ
ど
愛
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
な
い
」

と
擁
護
す
る
フ
ァ
ン
に
感
謝

を
示
し
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
既

に
ネ
イ
マ
ー
ル
を
支
持
す
る

声
明
を
出
し
て
い
る
が
、
同

氏
の
社
会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）

の
カ
ル
ロ
ス
・
ジ
ョ
ル
ジ
ィ
下

議
は
、
強
姦
罪
な
ど
の
冤
罪

対
策
と
し
て
、「
ネ
イ
マ
ー
ル・

ダ
・
ペ
ー
ニ
ャ
法
」
を
提
案

す
る
と
語
っ
て
い
る
。

　

連
邦
上
院
議
会
は
６

日
、
国
内
の
上
下
水
道
整

備
会
社
の
規
制
に
関
す
る
法

案
（
１
９
年
Ｐ
Ｌ
３
２
６
１

号
）
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

た
と
、
６
、７
日
付
伯
字
各

紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
法
案
は
、
３
日
に
承
認

期
限
が
切
れ
た
１
８
年
暫

定
令
８
６
８
号
と
同
じ
内
容

で
、
民
主
社
会
党
の
タ
ッ
ソ
・

ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ
チ
上
議
が
期
限

切
れ
と
同
時
に
提
出
し
た
も

の
だ
。

　

同
法
案
で
は
国
内
の
上
水

道
業
務
に
私
企
業
が
参
画
す

る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
参

画
の
た
め
の
詳
細
規
則
は
国

家
水
資
源
庁
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
が

制
定
す
る
。
こ
の
規
則
は
、

自
由
競
争
、
効
率
性
と
と
も

に
経
済
的
持
続
性
を
奨
励
す

る
内
容
と
な
る
。
私
企
業
の

参
画
は
、
発
電
所
矢
送
電
施

設
の
入
札
同
様
、
期
間
を
定

め
た
経
営
権
委
譲
の
形
を
と

り
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
適
正

価
格
で
提
供
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
る
見
込
み
だ
。

　

地
理
統
計
院（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）

は
７
日
、
５
月
の
広
範
囲
消

費
者
物
価
指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ａ
・
政
府
公
式
の
イ
ン
フ
レ

率
）
が
０
・
１
３
％
だ
っ
た
と

発
表
し
た
。
こ
れ
は
先
月
の

０
・
５
７
％
よ
り
０
・
４
４
％

ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
）
低
く
、
５

月
と
し
て
は
、
０
・
１
％
だ
っ

た
０
６
年
以
来
、
１
３
年
ぶ

り
の
低
さ
だ
。

　

１
〜
５
月
の
累
積
イ
ン
フ

レ
率
は
２
・
２
２
％
で
、
直

近
１
２
カ
月
間
の
累
積
は

４
・６
６
％
だ
っ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
は
食
品
・
飲

料
が
０
・
５
６
％
下
が
っ
た

の
を
は
じ
め
、
家
庭
内
製
品

（
０
・１
％
）、
教
育
費
（
０
・

０
４
％
）、
通
信
費
（
０
・

０
３
％
）
な
ど
が
軒
並
み

下
が
り
、
デ
フ
レ
を
記
録
し

た
と
発
表
。
全
体
の
イ
ン
フ

レ
率
を
算
出
す
る
際
の
比
重

が
大
き
い
食
品
・
飲
料
部
門

は
、
単
独
で
０
・
１
４
％
Ｐ

も
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
を
下
げ
る
要
素

と
な
っ
た
。

　

逆
に
物
価
上
昇
が
大
き

か
っ
た
の
は
０
・
９
８
％
上
昇

し
た
住
居
費
で
、
医
療
・パ
ー

ソ
ナ
ル
ケ
ア
は
０
・
５
９
％

だ
っ
た
。

　

全
体
の
イ
ン
フ
レ
率
に
与

え
た
影
響
は
、
住
居
費
が
０
・

１
５
％
Ｐ
で
、
医
療
・
パ
ー

ソ
ナ
ル
ケ
ア
は
０
・０
７
％
Ｐ

だ
っ
た
。

　

ミ
ナ
ス
州
で
ダ
ニ

熱
（
ポ
語
で
はfeb

re 
m
aculosa

）
が
流
行
の
兆

し
を
み
せ
、
患
者
数
が
最
も

多
い
コ
ン
タ
ー
ジ
ェ
ン
市
（
ベ

ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
大
都
市
圏
）

で
は
、
擬
似
症
患
者
の
数
が

３
４
人
に
達
し
た
と
７
日
付

Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ダ
ニ
熱
は
斑
点
熱
と
も
呼

ば
れ
、
リ
ケ
ッ
チ
ア
と
呼
ば

れ
る
バ
ク
テ
リ
ア
に
感
染
し

た
動
物
に
と
り
付
い
た
ダ
ニ

が
媒
介
し
、
人
や
動
物
に
発

疹
チ
フ
ス
な
ど
の
症
状
を
引

き
起
こ
す
。
潜
伏
期
間
は
３

〜
１
２
日
で
、
赤
い
発
疹
や

発
熱
、
目
の
奥
の
痛
み
、
吐

き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
頭
痛
、

不
眠
な
ど
を
引
き
起
こ
す
。

致
死
率
は
最
大
６
０
％
と
さ

れ
て
い
る
。

　

コ
ン
タ
ー
ジ
ェ
ン
で
の
擬

似
症
患
者
は
、
５
日
ま
で
が

３
３
人
、
６
日
に
は
３
４
人

と
増
加
が
続
い
て
い
る
。
５

日
の
時
点
で
既
に
、
擬
似
症

患
者
４
人
が
死
亡
し
た
家
族

の
内
、
３
人
の
ダ
ニ
熱
感
染

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

ミ
ナ
ス
州
で
の
ダ
ニ
熱
に

よ
る
死
者
は
、
フ
ァ
リ
ア
・

レ
モ
ス
と
ラ
ウ
ル
・
ソ
ア
レ
ス

で
も
各
１
人
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
死
者
が
報
告
さ
れ
た

の
は
、
３
月
１
人
、
５
月
４

人
で
、
同
州
保
健
局
が
６
日

に
発
表
し
た
確
認
済
み
患
者

数
は
、
前
記
の
死
者
５
人
と
、

フ
ァ
リ
ア
・
レ
モ
ス
と
ゴ
ヴ
ェ

ル
ナ
ド
ー
ル
・
ヴ
ァ
ラ
ダ
ー

レ
ス
各
１
人
の
計
７
人
だ
っ

た
。

　

同
州
で
確
認
さ
れ
た
感
染

患
者
は
、
１
８
年
が
５
８
人

（
死
者
２
２
人
）、
１
７
年

が
３
６
人
（
死
者
１
９
人
）

で
、
ダ
ニ
が
活
性
化
し
て
患

者
が
増
加
す
る
春
か
ら
夏
以

外
の
時
期
に
、
擬
似
症
患
者

が
１
市
だ
け
で
３
４
人
、
州

内
の
死
者
５
人
と
い
う
事
態

に
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
６
日
に
感
染
が
確

認
さ
れ
た
の
は
、
コ
ン
タ
ー

ジ
ェ
ン
市
保
健
局
が
感
染
リ

ク
ス
の
高
い
区
域
と
は
み
て
い

な
か
っ
た
エ
ル
ド
ラ
ー
ド
区

在
住
の
１
５
歳
女
子
だ
。
同

市
内
で
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ

れ
て
い
る
区
域
は
、
少
な
く

と
も
３
人
が
ダ
ニ
熱
で
死
亡

し
て
い
る
ヴ
ィ
ラ・
ボ
ア・
ヴ
ィ

ス
タ
地
区
だ
。

　

同
市
防
災
局
は
、
人
の
動

き
を
抑
制
し
、
バ
ク
テ
リ
ア

に
感
染
し
た
ダ
ニ
が
拡
散
す

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
同
地
区

の
道
路
約
１
キ
ロ
を
隔
離
。

そ
の
区
画
に
出
入
り
す
る
人

を
登
録
す
る
事
に
し
た
。
保

健
省
係
官
は
７
日
に
同
市
を

訪
れ
、
市
役
所
が
行
っ
て
い

る
感
染
拡
大
予
防
対
策
を
監

査
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
０
日
か
ら
は
、

市
内
２
カ
所
で
馬
車
用
の
馬

に
防
ダ
ニ
用
の
薬
剤
を
浴
び

せ
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
９
０
地
区

の
住
民
が
所
有
す
る
馬
に
対

し
て
提
供
さ
れ
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

６月７日午後 4時現在
米ドル相場

売　3. 8775 R$
買　3. 8768  R$

円相場
売　0.0358  R$
買　0.0358  R$

ボウソナロがマクリ再選を支持
　

伯
国
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と

の
共
同
通
貨
の
話
は
、
南

米
共
同
市
場
（
メ
ル
コ
ス

ル
）
が
で
き
て
間
も
な
い

１
９
９
０
年
代
初
頭
に
、
メ

ル
コ
ス
ル
共
通
通
貨
の
観
点

で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
だ
が
、
１
９
９
９
年
に

伯
国
で
起
き
た
レ
ア
ル
危
機

以
降
、
立
ち
消
え
に
な
っ
て

リ
オ
で
事
情
聴
取
受
け
る

代
表
か
ら
外
さ
れ
た
そ
の
夜
に

コ
ン
タ
ー
ジ
ェ
ン
は
３
４
人
感
染

伯亜
首脳会談

Ｐ
Ｂ
の
資
産
整
理
が
加
速
か

（２）２０１９年 第５２５９号 ６月 ８日 （土曜日）

ネイマール

上
院
が
水
道
業
務
へ
の

私
企
業
参
画
を
認
め
る

５
月
イ
ン
フ
レ

０
・
１
３
％
を
記
録

ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン

最
高
裁
判
事
は
、
Ｔ

Ａ
Ｇ
売
却
差
し
止
め

の
予
備
判
決
を
無
効

と
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を

招
い
て
い
た
の
は
、

リ
カ
ル
ド
・
レ
ヴ
ァ

ン
ド
フ
ス
キ
最
高
裁

判
事
が
昨
年
６
月

に
出
し
た
、「
公
社

や
半
民
半
官
の
企
業

と
、
そ
れ
ら
の
子
会

社
な
ら
び
に
、
そ
れ

ら
が
支
配
権
を
有
す

る
会
社
を
売
却
す
る

際
は
、
議
会
の
承
認

を
得
な
く
て
は
な
ら



　
「
社し

ゃ

会か
い

科か

学が
く

と
は
か
く
も
進し

ん

歩ぽ

し
な
い
も
の
な
の
か
」
と
、

こ
の
ほ
ど
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版ば

ん

と
し
て
復ふ

っ

刻こ
く

さ
れ
た
山や

ま

本も
と

勝か
つ

市い
ち

博は
か

士せ

の
『
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

理り

論ろ
ん

と
の
戦た

た
かい

』［
１
］
を
読よ

み
な
が
ら

思お
も

っ
た
。

　

山や
ま

本も
と

博は
か

士せ

は
大た

い

正し
ょ
う

末ま
っ

期き

か
ら
昭

し
ょ
う

和わ

の
初は

じ

め
に
か
け
て
、
ド

イ
ツ
や
ソ
連れ

ん

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
、
そ
こ
で
の
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

や
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

の
実じ

っ

態た
い

を
見け

ん

聞ぶ
ん

し
て
、
帰き

国こ
く

後ご

、
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

理り

論ろ
ん

の
誤あ

や
ま

り
を

学が
く

問も
ん

的て
き

に
訴う

っ
た

え
続つ

づ

け
た
。
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

の
昭

し
ょ
う

和わ

１
２

（
１
９
３
７
）
年ね

ん

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

に
反は

ん

対た
い

し
た
著ち

ょ

書し
ょ

『
計け

い

画か
く

経け
い

済ざ
い

』
は
革か

く

新し
ん

派は

軍ぐ
ん

人じ
ん

た
ち
か
ら
絶ぜ

っ

版ぱ
ん

を
勧か

ん

告こ
く

さ

れ
、
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うに

は
教

き
ょ
う

職し
ょ
くか

ら
追つ

い

放ほ
う

さ
れ
た
。

　

戦せ
ん

後ご

は
一い

ち

時じ

、
国こ

っ

会か
い

議ぎ

員い
ん

と
し
て
活か

つ

動ど
う

し
て
い
た
が
、
今こ

ん

度ど

は
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

ら
の
策さ

く

謀ぼ
う

に
よ
っ
て
、
公こ

う

職し
ょ
く

追つ
い

放ほ
う

処し
ょ

分ぶ
ん

を

受う

け
た
。
さ
ら
に
は
追つ

い

放ほ
う

期き

間か
ん

に
「
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

よ
り
自じ

由ゆ
う

経け
い

済ざ
い

の
方ほ

う

が
良よ

い
」
と
い
う
講こ

う

演え
ん

を
し
て
、
東と

う

京き
ょ
う

高こ
う

裁さ
い

か
ら
禁き

ん

固こ

８
か
月げ

つ

の
判は

ん

決け
つ

を
受う

け
た
。
追つ

い

放ほ
う

が
解か

い

除じ
ょ

さ
れ
た
後あ

と

に
は
、

自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

調ち
ょ
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うな

ど
要よ

う

職し
ょ
くに

あ
っ
て
、
自じ

由ゆ
う

経け
い

済ざ
い

に
よ
る
戦せ

ん

後ご

復ふ
っ

興こ
う

を
導み

ち
びい

た
。

　

今こ
ん

日に
ち

に
お
い
て
は
、「
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

よ
り
自じ

由ゆ
う

経け
い

済ざ
い

の
方ほ

う

が
良よ

い
」
と
は
当と

う

然ぜ
ん

至し

極ご
く

の
「
常

じ
ょ
う

識し
き

」
に
な
っ
て
い
る
と
思お

も

っ
て
い

た
が
、
そ
の
「
常

じ
ょ
う

識し
き

」
は
、
山や

ま

本も
と

博は
か

士せ

の
よ
う
な
人ひ

と

々び
と

の
体

か
ら
だ

を
張は

っ
た
言げ

ん

論ろ
ん

活か
つ

動ど
う

の
お
か
げ
で
根ね

付づ

い
た
も
の
だ
、
と
知し

っ

た
。
同ど

う

時じ

に
、
現げ

ん

代だ
い

世せ

界か
い

に
お
い
て
も
、
山や

ま

本も
と

博は
か

士せ

の
主し

ゅ

張
ち
ょ
う

が
ま
だ
ま
だ
理り

解か
い

さ
れ
て
い
な
い
面め

ん

が
多た

分ぶ
ん

に
あ
る
こ
と
を
考

か
ん
が

え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

統と
う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

と
は
、
商

し
ょ
う

品ひ
ん

や
サ
ー
ビ
ス
の
価か

格か
く

を
政せ

い

府ふ

が
人じ

ん

為い

的て
き

に
決き

め
て
し
ま
う
「
価か

格か
く

統と
う

制せ
い

」
が
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

と
な
る
。

た
と
え
ば
、
賃ち

ん

金ぎ
ん

は
労ろ

う

働ど
う

の
「
価か

格か
く

」
で
あ
り
、
最さ

い

低て
い

賃ち
ん

金ぎ
ん

を
市し

場じ
ょ
うの

賃ち
ん

金ぎ
ん

と
か
け
離は

な

れ
た
水す

い

準じ
ゅ
んに

政せ
い

治じ

的て
き

に
決け

っ

定て
い

し
て

し
ま
う
こ
と
は
価か

格か
く

統と
う

制せ
い

で
あ
る
。

　
こ
れ
を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
の
が
、
韓か

ん

国こ
く

の
文む

ん

在じ
ぇ

寅い
ん

政せ
い

権け
ん

だ
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

で
の
公こ

う

約や
く

を
実じ

つ

現げ
ん

し
よ
う
と
、
２
年ね

ん

間か
ん

で
約や

く

３
０
％
も

の
最さ

い

低て
い

賃ち
ん

金ぎ
ん

引ひ

き
上あ

げ
を
行

お
こ
な

っ
た
。
各か

く

種し
ゅ

の
手て

当あ

て
を
含ふ

く

め
る

と
時じ

間か
ん

９
９
０
円え

ん

相そ
う

当と
う

。
わ
が
国く

に

の
東と

う

北ほ
く

や
四し

国こ
く

、
九

き
ゅ
う

州し
ゅ
うの

「
民た

み

安や
す

か
れ
」
の
経け

い

済ざ
い

学が
く

山や
ま

本も
と

勝か
つ

市い
ち

著ち
ょ

『
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

理り

論ろ
ん

と
の
戦た

た
か

い
』
か
ら

２０１９年
ねん

３月
がつ

１７日
にち

版
ばん

７
６
０
円え

ん

よ
り
は
る
か
に
高た

か

く
、
東と

う

京き
ょ
うの

９
８
５
円え

ん

す
ら
上う

わ

回ま
わ

る
。

　

山や
ま

本も
と

博は
か

士せ

は
、
す
で
に
８
０
年ね

ん

近ち
か

く
も
前ま

え

、
昭

し
ょ
う

和わ

１
５

（
１
９
４
０
）
年ね

ん

の
『
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

計け
い

画か
く

経け
い

済ざ
い

の
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

誤ご

謬び
ゅ
う』

の
中な

か

で
、
最さ

い

低て
い

賃ち
ん

金ぎ
ん

を
上あ

げ
る
政せ

い

策さ
く

が
「
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

誤ご

謬び
ゅ
う」

で
あ
る
こ
と
を
、
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　
他た

の
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

を
犠ぎ

牲せ
い

に
す
る
こ
と
な
く
し
て
労ろ

う

賃ち
ん

を
高た

か

め

る
方ほ

う

法ほ
う

は
、
資し

本ほ
ん

の
増ぞ

う

加か

又ま
た

は
生せ

い

産さ
ん

過か

程て
い

の
改か

い

善ぜ
ん

に
よ
っ
て
、

労ろ
う

働ど
う

の
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

生せ
い

産さ
ん

性せ
い

を
高た

か

め
る
と
い
ふ
以い

外が
い

に
方ほ

う

法ほ
う

は
な

い
。

　
も
し
政せ

い

府ふ

が
単た

ん

に
最さ

い

低て
い

労ろ
う

賃ち
ん

の
立り

っ

法ぽ
う

に
よ
っ
て
自し

然ぜ
ん

労ろ
う

賃ち
ん

を
高た

か

め
る
な
ら
ば
、
企き

業ぎ
ょ
うの
う
ち
自し

然ぜ
ん

労ろ
う

賃ち
ん

で
漸よ

う
やく
引ひ

き

合あ

っ
て

ゐ
た
も
の
は
損そ

ん

失し
つ

を
免ま

ぬ
がれ
ず
。
従

し
た
が
っ
て
生せ

い

産さ
ん

を
縮

し
ゅ
く

小し
ょ
うし
て
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

を
解か

い

雇こ

す
る
外ほ

か

は
な
く
な
る
。
か
く
て
、
外が

い

部ぶ

か
ら
の
人じ

ん

為い

的て
き

な
市し

場じ
ょ
う

労ろ
う

賃ち
ん

引ひ
き

上あ

げ
の
結け

っ

果か

は
失し

つ

業ぎ
ょ
う

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

の
増ぞ

う

加か

と
い
ふ
現げ

ん

象し
ょ
うと
な
っ
て
あ
ら
は
れ
、・
・
・［
１
，　
Ｐ
１
１
２
］

　

山や
ま

本も
と

博は
か

士せ

の
指し

摘て
き

通ど
お

り
、
韓か

ん

国こ
く

の
本ほ

ん

年ね
ん

１
月が

つ

の
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

は

４
．
４
％
と
急

き
ゅ
う

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うし

、
世せ

界か
い

的て
き

な
金き

ん

融ゆ
う

危き

機き

の
影え

い

響き
ょ
うを

受う

け
て
い
た
２
０
１
０
年ね

ん

１
月が

つ

の
４
．
７
％
以い

来ら
い

の
最さ

い

悪あ
く

と
な
っ

た
［
２
］。
韓か

ん

国こ
く

最さ
い

大だ
い

の
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

「
中

ち
ゅ
う

央お
う

日に
っ

報ぽ
う

」
は
「
若わ

か

者も
の

に
恥は

ず
か
し
い
最さ

い

悪あ
く

の
大だ

い

卒そ
つ

失し
つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

＝
韓か

ん

国こ
く

」
と
題だ

い

し
た
社し

ゃ

説せ
つ

で
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
文む

ん

政せ
い

権け
ん

を
痛つ

う

烈れ
つ

に
批ひ

判は
ん

し
た
。

　
教

き
ょ
う

育い
く

部ぶ

が
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

５
７
万ま

ん

人に
ん

を
全ぜ

ん

数す
う

調ち
ょ
う

査さ

（
２
０
１
７

年ね
ん

末ま
つ

基き

準じ
ゅ
ん）
し
た
と
こ
ろ
、就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

率り
つ

が
前ぜ

ん

年ね
ん

（
６
７
．
７
％
）

よ
り
１
．
５
％
ポ
イ
ン
ト
下さ

が
っ
た
６
６
．
２
％
に
と
ど
ま
っ

た
。
２
０
１
１
年ね

ん

以い

降こ
う

就し
ゅ
う

職し
ょ
く

率り
つ

が
６
７
％
以い

下か

に
落お

ち
た

の
は
今こ

ん

回か
い

が
初は

じ

め
て
だ
。
雇こ

用よ
う

政せ
い

府ふ

を
前ぜ

ん

面め
ん

に
出だ

し
た
文む

ん

在じ
ぇ

寅い
ん

政せ
い

府ふ

に
も
う
一ひ

と
つ
の
雇こ

用よ
う

惨さ
ん

事じ

が
追つ

い

加か

さ
れ
た
わ
け
だ
。

［
３
］

　

大だ
い

学が
く

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし

て
も
３
人に

ん

に
１
人り

が
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くで

き
な
い
の
で

は
、
か
つ
て
の
日に

本ほ
ん

の
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

氷ひ
ょ
う

河が

期き

な
み
だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
で
好こ

う

転て
ん

し
た
日に

本ほ
ん

の
就

し
ゅ
う

職し
ょ
く

内な
い

定て
い

率り
つ

９
８
％
と
比く

ら

べ
れ
ば
、

天て
ん

地ち

の
差さ

が
あ
る
。
ど
う
り
で
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うへ

の
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くを

目め

指ざ

す

韓か
ん

国こ
く

人じ
ん

青せ
い

年ね
ん

が
多お

お

い
は
ず
だ
。

　

文む
ん

政せ
い

権け
ん

は
こ
の「
雇こ

用よ
う

惨さ
ん

事じ

」を
な
ん
と
か
取と

り
繕つ

く
ろ

お
う
と
、

公こ
う

共き
ょ
う

機き

関か
ん

に
短た

ん

期き

バ
イ
ト
採さ

い

用よ
う

を
割わ

り
当あ

て
て
、「
雇こ

用よ
う

粉ふ
ん

飾し
ょ
く」

と
い
う
批ひ

判は
ん

ま
で
浴あ

び
た
。「
価か

格か
く

統と
う

制せ
い

」
が
需じ

ゅ

給き
ゅ
うの

ア

ン
バ
ラ
ン
ス
を
引ひ

き
起お

こ
し
、
そ
れ
を
抑お

さ

え
る
た
め
に
、
今こ

ん

度ど

は
「
需じ

ゅ

給き
ゅ
う

統と
う

制せ
い

」
に
ま
で
手て

を
広ひ

ろ

げ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て

い
く
。
こ
う
し
て
統と

う

制せ
い

の
網あ

み

は
限か

ぎ

り
な
く
広ひ

ろ

が
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

も
他た

人に
ん

事ご
と

で
は
な
い
。「
２
０
２
５
年ね

ん

に
は
介か

い

護ご

人じ
ん

材ざ
い

が
３
８
万ま

ん

人に
ん

不ふ

足そ
く

す
る
」
な
ど
と
喧け

ん

伝で
ん

さ
れ
、
そ
の
対た

い

策さ
く

と

し
て
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

力り
ょ
く

導ど
う

入に
ゅ
うが

不ふ

可か

欠け
つ

で
あ
る
、
と
い
う
よ
う

な
説せ

つ

が
ま
こ
と
し
や
か
に
唱と

な

え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
一い

っ

種し
ゅ

の
需じ

ゅ

給
き
ゅ
う

統と
う

制せ
い

で
は
な
い
か
。

　

経け
い

済ざ
い

企き

画か
く

庁ち
ょ
う

経け
い

済ざ
い

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

長ち
ょ
うな

ど
を
経へ

て
、
現げ

ん

在ざ
い

、
大た

い

正し
ょ
う

大だ
い

学が
く

地ち

域い
き

創そ
う

生せ
い

学が
く

部ぶ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
小こ

峰み
ね

隆た
か

夫お

氏し

に
よ
る
と
、

こ
う
し
た
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

不ぶ

足そ
く

の
計け

い

算さ
ん

は
、
賃ち

ん

金ぎ
ん

や
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

、
企き

業ぎ
ょ
うの

参さ
ん

入に
ゅ
うや

撤て
っ

退た
い

な
ど
、
す
な
わ
ち
市し

場じ
ょ
うに

よ
る
調

ち
ょ
う

整せ
い

は
無む

視し

し
て
、
単た

ん

純じ
ゅ
んに

需じ
ゅ

要よ
う

と
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うが

現げ
ん

在ざ
い

の
動ど

う

向こ
う

を
続つ

づ

け
た
ら
、

両り
ょ
う

者し
ゃ

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
ど
れ
だ
け
広ひ

ろ

が
る
の
か
、
と
い
う
計け

い

算さ
ん

を

し
て
い
る
と
い
う
。

　

市し

場じ
ょ
う

調ち
ょ
う

整せ
い

機き

能の
う

の
も
と
で
は
、
介か

い

護ご

人じ
ん

材ざ
い

が
不ふ

足そ
く

す
れ

ば
そ
の
分ぶ

ん

野や

の
賃ち

ん

金ぎ
ん

水す
い

準じ
ゅ
んが

上あ

が
り
、
他た

分ぶ
ん

野や

か
ら
介か

い

護ご

分ぶ
ん

野や

に
入は

い

っ
て
く
る
人ひ

と

々び
と

も
当と

う

然ぜ
ん

で
て
く
る
。
ま
た
、
企き

業ぎ
ょ
う

側が
わ

で
も
賃ち

ん

金ぎ
ん

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うを

吸
き
ゅ
う

収し
ゅ
うす

べ
く
、
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

向こ
う

上じ
ょ
うに

努つ
と

め
る
。

介か
い

護ご

作さ

業ぎ
ょ
うに

お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト
活か

つ

用よ
う

な
ど
で
、
一ひ

と

人り

の
介か

い

護ご

士し

が
お
世せ

話わ

で
き
る
お
年と

し

寄よ

り
の
人に

ん

数ず
う

が
増ふ

え
れ
ば
、
不ふ

足そ
く

人に
ん

数ず
う

も
圧あ

っ

縮し
ゅ
くで

き
る
。

　
こ
う
い
う
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

向こ
う

上じ
ょ
うが

進す
す

ま
な
い
企き

業ぎ
ょ
うは

高た
か

い
賃ち

ん

金ぎ
ん

を

払は
ら

え
ず
に
、
市し

場じ
ょ
うか

ら
退た

い

場じ
ょ
うし

て
い
く
。
そ
の
分ぶ

ん

、
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

の
高た

か

い
企き

業ぎ
ょ
うが

事じ

業ぎ
ょ
うを

拡か
く

大だ
い

し
て
、
こ
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
交こ

う

代た
い

だ

け
で
、
業

ぎ
ょ
う

界か
い

の
平へ

い

均き
ん

的て
き

な
生せ

い

産さ
ん

性せ
い

も
上

じ
ょ
う

昇し
ょ
うし

、
不ふ

足そ
く

人に
ん

数ず
う

も

減へ

る
。

　
こ
う
い
う
市し

場じ
ょ
うに

よ
る
調

ち
ょ
う

整せ
い

機き

能の
う

こ
そ
、
自じ

由ゆ
う

経け
い

済ざ
い

の
本ほ

ん

来ら
い

的て
き

な
強つ

よ

み
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
無む

視し

し
た
需じ

ゅ

給き
ゅ
うを

計け
い

算さ
ん

し

て
い
る
の
で
は
、
ま
さ
に
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

で
の
官か

ん

僚り
ょ
う

仕し

事ご
と

そ
の
も
の

で
は
な
い
か
。

　

市し

場じ
ょ
うの

調
ち
ょ
う

整せ
い

機き

能の
う

を
無む

視し

し
た
価か

格か
く

統と
う

制せ
い

や
数す

う

量り
ょ
う

統と
う

制せ
い

が

う
ま
く
い
か
な
い
例れ

い

を
、
山や

ま

本も
と

博は
か

士せ

は
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
うの

配は
い

給き
ゅ
う

制せ
い

度ど

の
経け

い

験け
ん

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
る
。

　
過か

般は
ん

も
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
、
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

宇う

部べ

市し

を
訪ほ

う

問も
ん

し
、
そ
こ
の
肥ひ

料り
ょ
う

会が
い

社し
ゃ

の
首し

ゅ

脳の
う

者し
ゃ

か
ら
、
肥ひ

料り
ょ
うは
倉そ

う

庫こ

に
充

じ
ゅ
う

満ま
ん

し
て
仕し

末ま
つ

に

困こ
ま

つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
話は

な
し
か
ら
、
統と

う

制せ
い

会が
い

社し
ゃ

の
配は

い

給き
ゅ
う

無む

能の
う

力り
ょ
くに

関か
ん

す
る
満ま

ん

々ま
ん

た
る
不ふ

平へ
い

を
聞き

か
さ
れ
た
。

　

然し
か

る
に
他た

方ほ
う

農の
う

民み
ん

に
と
つ
て
、
肥ひ

料り
ょ
うは
赤あ

か

子ご

に
乳ち

ち

の
如ご

と

き

状じ
ょ
う

況き
ょ
うに
あ
る
こ
と
は
申も

う

す
ま
で
も
な
い
の
に
、
そ
れ
が
な
か
な

か
配は

い

給き
ゅ
うせ
ら
れ
ず
、
た
ま
た
ま
配は

い

給き
ゅ
うせ
ら
れ
て
も
、
適て

き

当と
う

な

時じ

期き

に
届と

ど

か
ぬ
と
い
ふ
不ふ

平へ
い

は
、
何な

ん

人に
ん

も
し
ば
し
ば
聞き

か
さ
れ

て
ゐ
る
所と

こ
ろで
あ
ら
う
。［
１
，　
Ｐ
３
１
４
］

　

山や
ま

本も
と

博は
か

士せ

は
、
こ
の
原げ

ん

因い
ん

が
戦せ

ん

争そ
う

中ち
ゅ
うの

輸ゆ

送そ
う

能の
う

力り
ょ
く

不ぶ

足そ
く

と

か
、
統と

う

制せ
い

会が
い

社し
ゃ

の
無む

能の
う

力り
ょ
くで

は
な
い
事こ

と

を
、
素し

ろ

人う
と

に
も
分わ

か

り
や
す
く
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。輸ゆ

送そ
う

能の
う

力り
ょ
くが

原げ
ん

因い
ん

で
は
な
い
事こ

と

は
、

日に
っ

清し
ん

戦せ
ん

争そ
う

で
も
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

で
も
こ
ん
な
問も

ん

題だ
い

は
起お

き
て
お
ら

ず
、
ひ
と
え
に
配は

い

給き
ゅ
う

制せ
い

度ど

を
採さ

い

用よ
う

し
た
今こ

ん

次じ

大た
い

戦せ
ん

で
し
か
見み

ら
れ
な
い
現げ

ん

象し
ょ
うで

あ
る
こ
と
か
ら
、
明あ

き

ら
か
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
原げ

ん

因い
ん

を
「
統と

う

制せ
い

会が
い

社し
ゃ

の
無む

能の
う

力り
ょ
く」

に
帰き

す
る
の
も

間ま

違ち
が

い
で
、
そ
も
そ
も
厖ぼ

う

大だ
い

な
商

し
ょ
う

品ひ
ん

点て
ん

数す
う

、
様さ

ま

々ざ
ま

な
生せ

い

産さ
ん

地ち

、

消し
ょ
う

費ひ

地ち

、
流

り
ゅ
う

通つ
う

経け
い

路ろ

を
計け

い

画か
く

す
る
こ
と
自じ

体た
い

が
、
人じ

ん

智ち

を
超こ

え
た
所し

ょ

業ぎ
ょ
うで

あ
る
事こ

と

を
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
例れ

い

で
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

北ほ
っ

海か
い

道ど
う

の
石せ

き

炭た
ん

増ぞ
う

産さ
ん

計け
い

画か
く

を
成せ

い

功こ
う

せ
し
め
る
た
め
に
は
、

横よ
こ

浜は
ま

や
門も

司じ

の
荷に

上あ

げ
人に

ん

足そ
く

の
募ぼ

集し
ゅ
う

計け
い

画か
く

の
み
な
ら
ず
、
荷に

揚あ

げ
人に

ん

足そ
く

の
住

じ
ゅ
う

宅た
く

計け
い

画か
く

か
ら
、
其そ

の
子こ

供ど
も

の
学が

っ

校こ
う

教き
ょ
う

室し
つ

の
建け

ん

築ち
く

計け
い

画か
く

。
そ
の
た
め
の
大だ

い

工く

、
左さ

官か
ん

の
計け

い

画か
く

か
ら
、
木も

く

材ざ
い

の

運う
ん

搬ぱ
ん

伐ば
っ

採さ
い

の
計け

い

画か
く

。
運う

ん

搬ぱ
ん

人に
ん

、
伐ば

っ

採さ
い

人に
ん

の
住

じ
ゅ
う

宅た
く

計け
い

画か
く

か
ら
米こ

め

の
計け

い

画か
く

…
…
と
い
ふ
如ご

と

く
に
、
世よ

の
中な

か

に
あ
り
と
あ
る
一い

っ

切さ
い

の

生せ
い

産さ
ん

配は
い

給き
ゅ
うの
計け

い

画か
く

が
総そ

う

合ご
う

的て
き

に
樹じ

ゅ

立り
つ

さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。［
１
，　
Ｐ
３
２
４
］

　

山や
ま

本も
と

博は
か

士せ

は
こ
う
し
た
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

に
反は

ん

対た
い

す
る
主し

ゅ

張ち
ょ
うを

し

た
た
め
に
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

戦せ
ん

中ち
ゅ
うは

革か
く

新し
ん

派は

軍ぐ
ん

人じ
ん

に
睨に

ら

ま
れ
、
戦せ

ん

後ご

は

共き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

た
ち
の
策さ

く

略り
ゃ
くで

公こ
う

職し
ょ
く

追つ
い

放ほ
う

処し
ょ

分ぶ
ん

を
受う

け
た
。

両り
ょ
う

者し
ゃ

と
も
同お

な

じ
く
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

を
信し

ん

奉ぽ
う

し
て
い
る
か
ら
だ
。

　

統と
う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

の
後こ

う

継け
い

思し

想そ
う

が
「
福ふ

く

祉し

国こ
っ

家か

」
で
あ
る
。
ソ
連れ

ん

な
ど
で
、
計け

い

画か
く

経け
い

済ざ
い

に
基も

と

づ
く
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

体た
い

制せ
い

の
失し

っ

敗ぱ
い

が
明あ

き

ら
か
に
な
る
と

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

戦せ
ん

前ぜ
ん

・
戦せ

ん

中ち
ゅ
う

・
戦せ

ん

後ご

と
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

理り

論ろ
ん

と
戦た

た
か

っ
て
き
た

山や
ま

本も
と

勝か
つ

市い
ち

博は
か

士せ

を
支さ

さ

え
た
の
は
、「
自じ

分ぶ
ん

の
考か

ん
が

え
方か

た

は

天て
ん

皇の
う

の
み
心こ

こ
ろ

に
背そ

む

い
て
い
な
い
」
と
い
う
自じ

信し
ん

だ
っ
た
。

（３） ２０１９年第５２５９号 	 ６月	 ８日	（土曜日）

　
多お

お

く
の
社し

ゃ

会か
い

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

者し
ゃ

た
ち
は
、
生せ

い

産さ
ん

手し
ゅ

段だ
ん

の
公こ

う

有ゆ
う

制せ
い

に
よ
る
中

ち
ゅ
う

央お
う

集し
ゅ
う

権け
ん

的て
き

計け
い

画か
く

経け
い

済ざ
い

と
い
う
手し

ゅ

段だ
ん

を
断だ

ん

念ね
ん

し
た
。

　
し
か
し
、
富と

み

と
所し

ょ

得と
く

の
平

び
ょ
う

等ど
う

分ぶ
ん

配ぱ
い

と
い
う
目も

く

的て
き

を
放ほ

う

棄き

し

た
わ
け
で
は
な
く
、・
・
・
生せ

い

産さ
ん

手し
ゅ

段だ
ん

の
私し

有ゆ
う

制せ
い

、
市し

場じ
ょ
うメ
カ

ニ
ズ
ム
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
富と

み

と
所し

ょ

得と
く

の
平

び
ょ
う

等ど
う

化か

と
い
う
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

本ほ
ん

来ら
い

の
目も

く

的て
き

を
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
実じ

つ

現げ
ん

し
よ
う
と
考か

ん
がえ
る
に
至い

た
っ

た
。

　
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
民み

ん

主し
ゅ

社し
ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

」
の
台た

い

頭と
う

で
あ
り
、

「
福ふ

く

祉し

国こ
っ

家か

」
の
着

ち
ゃ
く

想そ
う

で
あ
る
。［
１
，　
Ｐ
１
６
２
］

　
「
富と

み

と
所し

ょ

得と
く

の
平

び
ょ
う

等ど
う

分ぶ
ん

配ぱ
い

」
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
と
い
う

事こ
と

は
、
革か

く

命め
い

直ち
ょ
く

後ご

の
ソ
連れ

ん

が
す
で
に
経け

い

験け
ん

し
て
い
る
。

　
１
９
１
７
年ね

ん

秋あ
き

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

革か
く

命め
い

に
よ
つ
て
大お

お

地じ

主ぬ
し

、
寺じ

院い
ん

等な
ど

か
ら
没ぼ

っ

収し
ゅ
うさ
れ
た
土と

地ち

は
、
細さ

い

分ぶ
ん

し
て
土と

地ち

を
も
た
ぬ
農の

う

民み
ん

た
ち
に
分ぶ

ん

配ぱ
い

せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
自じ

家か

用よ
う

と
し
て
の
保ほ

有ゆ
う

穀こ
く

物も
つ

を
除の

ぞ

く
剰

じ
ょ
う

余よ

は
、
す
べ
て
供

き
ょ
う

出し
ゅ
つせ
し
め
る
方ほ

う

式し
き

が
採と

ら
れ

た
。

　
と
こ
ろ
が
農の

う

民み
ん

の
供

き
ょ
う

出し
ゅ
つ

成せ
い

績せ
き

は
香か

ん
ばし
く
行い

か
な
い
た
め
に
、

都と

市し

住じ
ゅ
う

民み
ん

の
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

不ふ

安あ
ん

と
な
り
、
遂つ

い

に
、
武ぶ

装そ
う

徴ち
ょ
う

発は
つ

隊た
い

を

組そ

織し
き

し
て
強

き
ょ
う

権け
ん

を
以も

っ

て
供

き
ょ
う

出し
ゅ
つせ
し
め
よ
う
と
し
た
が
、
至い

た

る

所と
こ
ろに
農の

う

民み
ん

の
一い

っ

揆き

を
見み

た
の
み
な
ら
ず
、
農の

う

業ぎ
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

は
一い

ち

路ろ

減げ
ん

退た
い

し
て
、
農の

う

民み
ん

た
ち
は
辛か

ろ

う
じ
て
自じ

家か

の
糊こ

口こ
う

を
し
の
ぐ

だ
け
を
作つ

く

る
に
止と

ど

め
る
、
と
い
ふ
傾け

い

向こ
う

を
示し

め

す
に
至い

た

つ
た
。

　
こ
こ
に
お
い
て
都と

市し

の
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

不ふ

安あ
ん

は
容よ

う

易い

な
ら
ぬ
事じ

態た
い

と

な
り
、
一い

ち

面め
ん

で
は
、
農の

う

業ぎ
ょ
うの
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

社し
ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

化か

の
提て

い

唱し
ょ
うも

あ
つ
た
に
か
か
は
ら
ず
、
レ
ー
ニ
ン
が
事じ

態た
い

の
打だ

開か
い

の
た
め
に

と
つ
た
政せ

い

策さ
く

は
、
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

化か

と
は
正せ

い

反は
ん

対た
い

に
「
中

ち
ゅ
う

農の
う

の
要よ

う

求き
ゅ
うを
容い

れ
て
、
穀こ

く

物も
つ

の
自じ

由ゆ
う

取と
り

引ひ
き

を
認み

と

む
る
」
こ
と
を
本ほ

ん

質し
つ

と
す
る
い
は
ゆ
る
新し

ん

経け
い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。［
１
，　

３
７
４
］

　

国く
に

が
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

を
提て

い

供き
ょ
うす

る
の
が
当あ

た
り
前ま

え

に
な
り
つ
つ
あ

る
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

で
は
「
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

で
貰も

ら

っ
た
お
金か

ね

を
パ
チ
ン
コ
に

使つ
か

っ
て
、
何な

に

が
悪わ

る

い
」
と
い
う
よ
う
な
主し

ゅ

張ち
ょ
うを

す
る
輩や

か
ら

ま
で
い

る
。
そ
れ
に
対た

い

す
る
明め

い

確か
く

な
反は

ん

論ろ
ん

を
山や

ま

本も
と

博は
か

士せ

は
用よ

う

意い

し
て

い
る
。

・
・
・
国こ

っ

家か

が
保ほ

障し
ょ
うす
る
と
か
、
全ぜ

ん

体た
い

の
責せ

き

任に
ん

だ
と
か
い
っ
て

も
、
事じ

実じ
つ

国こ
く

民み
ん

の
あ
る
人ひ

と

々び
と

が
受う

け

取と

る
も
の
は
、
必か

な
ら
ず
国こ

く

民み
ん

の
他た

の
人ひ

と

々び
と

か
ら
与あ

た

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。［
１
，
Ｐ

１
６
４
］

　
こ
の
点て

ん

に
気き

が
つ
け
ば
、「
他た

人に
ん

が
働は

た
らい

て
稼か

せ

い
だ
お
金か

ね

を

巻ま

き
上あ

げ
て
パ
チ
ン
コ
に
使つ

か

う
の
を
、
君き

み

は
正た

だ

し
い
と
考か

ん
が

え
る

の
か
」
と
反は

ん

論ろ
ん

で
き
よ
う
。

　

も
う
一い

っ

点て
ん

、
山や

ま

本も
と

博は
か

士せ

が
指し

摘て
き

す
る
の
は
、「
国こ

っ

家か

が
保ほ

障し
ょ
うす

る
と
い
う
こ
と
は
、
実じ

つ

は
そ
の
配は

い

慮り
ょ

を
官か

ん

吏り

の
手て

に
委ゆ

だ

ね

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
点て

ん

だ
。

　
い
わ
ゆ
る
福ふ

く

祉し

国こ
っ

家か

を
追つ

い

求き
ゅ
うす
る
限か

ぎ

り
、
政せ

い

府ふ

の
仕し

事ご
と

は

増ふ

え
る
一い

っ

方ぽ
う

で
あ
り
、
歳さ

い

出し
ゅ
つは
増ぞ

う

加か

す
る
一い

っ

方ぽ
う

で
あ
り
、
従

し
た
が
っ

て
税ぜ

い

金き
ん

は
高た

か

く
な
る
一い

っ

方ぽ
う

で
あ
る
。［
１
，　
Ｐ
１
７
２
］

　
こ
こ
か
ら
、「
一い

っ

般ぱ
ん

消し
ょ
う

費ひ

税ぜ
い

の
導ど

う

入に
ゅ
うで

財ざ
い

政せ
い

は
救す

く

え
な
い
」

と
い
う
博は

か

士せ

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うが

出で

て
く
る
。
今こ

ん

日に
ち

で
も
通つ

う

ず
る
、
い
や

今こ
ん

日に
ち

で
は
忘わ

す

れ
ら
れ
た
本ほ

ん

質し
つ

的て
き

議ぎ

論ろ
ん

で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
留

り
ゅ
う

意い

す
べ
き
は
、

　
困こ

ん

窮き
ゅ
う

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
国こ

っ

家か

が
ミ
ニ
マ
ム
を
保ほ

障し
ょ
うす
る
と
い
う

こ
と
の
必ひ

つ

要よ
う

に
関か

ん

し
て
は
、
原げ

ん

則そ
く

的て
き

に
は
何な

ん

人ぴ
と

に
も
異い

論ろ
ん

は

な
く
、
問も

ん

題だ
い

は
、
そ
の
程て

い

度ど

と
そ
の
組そ

織し
き

と
、
こ
と
に
そ
れ

を
動う

ご

か
す
精せ

い

神し
ん

の
如い

何か
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。［
１
，　

Ｐ

１
６
６
］

　
「
福ふ

く

祉し

国こ
っ

家か

」
と
い
う
美び

名め
い

の
も
と
に
、
官か

ん

僚り
ょ
うが

一い
ち

部ぶ

の
国こ

く

民み
ん

か
ら
強

き
ょ
う

制せ
い

的て
き

に
税ぜ

い

金き
ん

を
取と

り
立た

て
、
そ
れ
で
他た

の
国こ

く

民み
ん

の

暮く

ら
し
の
全ぜ

ん

般ぱ
ん

の
面め

ん

倒ど
う

を
見み

る
、
と
い
う
「
精せ

い

神し
ん

」
が
問も

ん

題だ
い

だ
と
、
山や

ま

本も
と

博は
か

士せ

は
言い

う
の
で
あ
る
。

　

山や
ま

本も
と

博は
か

士せ

自じ

身し
ん

が
目め

指ざ

す
の
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
「
日に

本ほ
ん

型が
た

福ふ
く

祉し

社し
ゃ

会か
い

」
で
あ
る
。

　
個こ

人じ
ん

の
自じ

助じ
ょ

努ど

力り
ょ
くと
家か

庭て
い

や
近き

ん

隣り
ん

・
地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

等な
ど

の
連れ

ん

帯た
い

を
基き

礎そ

と
し
つ
つ
、
効こ

う

率り
つ

の
よ
い
政せ

い

府ふ

が
適て

き

正せ
い

な
公こ

う

的て
き

福ふ
く

祉し

を
重

じ
ゅ
う

点て
ん

的て
き

に
保ほ

障し
ょ
うす
る
と
い
い
、
自じ

由ゆ
う

経け
い

済ざ
い

社し
ゃ

会か
い

の
も
つ
創そ

う

造ぞ
う

的て
き

活か
つ

力り
ょ
くを
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くと
し
た
我わ

れ

が
国く

に

独ど
く

自じ

の
道み

ち

［
１
，　

Ｐ

１
９
９
］

　
こ
れ
は
ひ
た
す
ら
に
「
民た

み

安や
す

か
れ
」
を
祈い

の

ら
れ
て
き
た
皇こ

う

室し
つ

の
伝で

ん

統と
う

を
、現げ

ん

代だ
い

経け
い

済ざ
い

学が
く

の
用よ

う

語ご

で
語か

た

っ
た
理り

想そ
う

と
言い

え
よ
う
。

こ
の
理り

想そ
う

を
目め

指ざ

し
て
、
山や

ま

本も
と

博は
か

士せ

は
「
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

理り

論ろ
ん

と

の
戦た

た
かい

」
を
続つ

づ

け
て
き
た
の
だ
が
、
そ
の
足そ

く

跡せ
き

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に

ふ
り
返か

え

っ
て
い
る
。

　
私わ

た
しは
戦せ

ん

前ぜ
ん

、
戦せ

ん

時じ

を
通と

お

し
て
市し

場じ
ょ
うメ
カ
ニ
ズ
ム
の
崩ほ

う

壊か
い

を

憂う
れ

え
て
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
書か

い
た
た
め
に
、
著ち

ょ

書し
ょ

は
発は

っ

禁き
ん

に
な
り
、
教

き
ょ
う

職し
ょ
くを
追お

わ
れ
て
、
つ
い
に
特と

っ

高こ
う

警け
い

察さ
つ

の
監か

ん

視し

下か

に
置お

か
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
勇ゆ

う

気き

を
失う

し
なわ
な
か
っ
た
の
は
、
近こ

の

衛え

（
文ふ

み

麿ま
ろ

）
さ
ん
、
東と

う

条じ
ょ
う（
英ひ

で

機き

）
さ
ん
、
そ
の
他ほ

か

誰だ
れ

よ
り
も
上う

え

に
天て

ん

皇の
う

が
い
ま
し
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
考か

ん
がえ
方か

た

は
陛へ

い

下か

の
み
心こ

こ
ろに
背そ

む

い

て
い
な
い
、
と
い
う
自じ

信し
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
唯ゆ

い

一い
つの
心こ

こ
ろの
支さ

さ

え

で
あ
っ
た
と
いっ
て
も
過か

言ご
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
戦せ

ん

後ご

も
ま
た
私わ

た
しは
、
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

か
ら
追つ

い

放ほ
う

を
受う

け
、
禁き

ん

錮こ

八は
っ

カ
月げ

つ

の
刑け

い

の
宣せ

ん

告こ
く

ま
で
も
受う

け
ま
し
た
が
、
陛へ

い

下か

が
宮

き
ゅ
う

中ち
ゅ
うの

お
祭ま

つ

り
や
お
歌う

た

会か
い

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

を
断た

た
れ
な
い
と
聞き

き
、
ま
た
陛へ

い

下か

が
、
私わ

た
した
ち
に
幾い

く

倍ば
い

も
す
る
御お

苦く
る

し
み
に
堪た

え
て
お
ら
れ
る

と
思お

も

う
と
、
追つ

い

放ほ
う

も
有ゆ

う

罪ざ
い

判は
ん

決け
つ

も
、
そ
れ
ほ
ど
苦く

に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。［
１
，　
Ｐ
３
０
４
］

　

皇こ
う

室し
つ

の
「
民た

み

安や
す

か
れ
」
の
祈い

の

り
を
ど
う
具ぐ

現げ
ん

化か

す
る
か
、

山や
ま

本も
と

勝か
つ

市い
ち

博は
か

士せ

の
経け

い

済ざ
い

学が
く

は
、
そ
こ
を
目め

指ざ

し
て
い
る
の
で
あ

１
．
山や

ま

本も
と

勝か
つ

市い
ち

博は
か

士せ

の
戦た

た
か

い

（
３
）
中

ち
ゅ
う

央お
う

日に
っ

報ぽ
う

「【
社し

ゃ

説せ
つ

】
若わ

か

者も
の

に
恥は

ず
か
し
い

最さ
い

悪あ
く

の
大だ

い

卒そ
つ

失し
つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

＝
韓か

ん

国こ
く

」
Ｈ
３
０
１
２
２
８
、

h
ttp

s://ja
p
a
n
ese.

jo
in

s
.c

o
m

/
a
r
-

ticle/5
8
6
/2

4
8
5
8
6
.

htm
l?servcode=1

0
0
&
sectcode=1

1
0

（
４
）
小こ

峰み
ね

隆た
か

夫お

「
無む

意い

味み

な
人ひ

と

手で

不ぶ

足そ
く

の
人に

ん

数ず
う

推す
い

計け
い

」『
週

し
ゅ
う

刊か
ん

東と
う

洋よ
う

経け
い

済ざ
い

』
Ｈ

３
１
０
１
１
９

る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
９
３
０
）　

大お
お

御み

宝た
か
らの

経け
い

済ざ
い

学が
く　

国こ
く

民み
ん

の

幸し
あ
わせ

を
目め

指ざ

す
「
経け

い

済ざ
い

民み
ん

本ぽ
ん

主し
ゅ

義ぎ

」

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0
1
5
1
2
/article_3

.
htm

l

Ｂ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
８
３
４
）　

自じ

立り
つ

と
自じ

助じ
ょ

の
経け

い

済ざ
い

学が
く

～
澤さ

わ

上か
み

篤あ
つ

人と

氏し

の
「
金き

ん

融ゆ
う

の
本ほ

ん

領り
ょ
う」　

「
こ
ん
な
世よ

の
中な

か

を
子こ

供ど
も

た

ち
や
孫ま

ご

た
ち
に
残の

こ

し
て
や
り
た
い
」
と
願ね

が

う
将

し
ょ
う

来ら
い

方ほ
う

向こ
う

で
頑が

ん

張ば

っ
て
い
る
企き

業ぎ
ょ
うを

応お
う

援え
ん

す
る
。

h
ttp://blog.jog-n

et.jp/2
0
1
4
0
2
/article_1

.
htm

l

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
山や

ま

本も
と

勝か
つ

市い
ち

『
社し

ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

理り

論ろ
ん

と
の
戦た

た
かい

（
山や

ま

本も
と

勝か
つ

市い
ち

博は
か

士せ　

論ろ
ん

文ぶ
ん

選せ
ん

集し
ゅ
う）』

★
★
★
、
国こ

く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

、
Ｈ

３
１
、h

ttp
://w

w
w
.am

azon
.co.jp

/o/asin
/

b0
7
m
pq2

bc1
/japanontheg0

1
-2
2
/

（
２
）Ｒ
Ｅ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ「
１
月が

つ

の
韓か

ん

国こ
く

失し
つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

は
４
．
４
％
、

９
年ね

ん

ぶ
り
の
水す

い

準じ
ゅ
んに

悪あ
っ

化か

」h
ttp

s://jp
.reu

ters.
com

/article/southkorea-econom
y-unem

-
ploym

ent-idjpl3
n2

0
7
6
jk

５
．「
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

で
貰も

ら

っ
た
お
金か

ね

を

         

パ
チ
ン
コ
に
使つ

か

っ
て
何な

に

が
悪わ

る

い
」

２
．
文む

ん

在じ
ぇ

寅い
ん

政せ
い

権け
ん

の

        　
　
　
　
「
根こ

ん

本ぽ
ん

的て
き

誤ご

謬び
ゅ
う

」

６
．「
国こ

っ

家か

が
保ほ

障し
ょ
うす
る
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
　

官か
ん

吏り

の
手て

に
委ゆ

だ

ね
る
こ
と
」

３
．
市し

場じ
ょ
うの
調ち

ょ
う

整せ
い

機き

能の
う

を
無む

視し

し
て

　
　
「
介か

い

護ご

人じ
ん

材ざ
い

が
３
８
万ま

ん

人に
ん

不ふ

足そ
く

」？
４
．
統と

う

制せ
い

経け
い

済ざ
い

は
人じ

ん

智ち

を
超こ

え
た
所し

ょ

業ぎ
ょ
う

７
．「
自じ

分ぶ
ん

の
考か

ん
が
え
方か

た

は

          

陛へ
い

下か

の
み
心こ

こ
ろに
背そ

む

い
て
い
な
い
」
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Japão oferece ajuda financeira ao 
Brasil, em apoio a venezuelanos Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Venezuelanos (07/06/2019)

O Japão decidiu oferecer 
ao Brasil uma quantia que 
pode chegar a 3,8 milhões 
de dólares de auxílio em 
apoio a refugiados e imi-
grantes da Venezuela.
Até fevereiro, cerca de 
3,4 milhões de pessoas 

teriam ido da Venezuela 
para países vizinhos, devi-
do a problemas políticos e 
econômicos. Regiões que 
receberam essas pessoas ti-
veram queda na qualidade 
de vida devido ao rápido 
influxo.

O Brasil teria recebido cer-
ca de 96 mil desses refu-
giados.
A ajuda financeira deverá 
ser destinada a serviços 
médicos de emergência e 
medidas de proteção de 
crianças contra abuso e ex-

ploração.
Anteriormente, o Japão já 
havia oferecido mais de 1,8 
milhão de dólares em equi-
pamento médico e doações 
a órgãos internacionais de 
apoio a venezuelanos que 
saem do país.

Governadores do Japão pedem um aumento 
de mão de obra estrangeira em mais setores

Mão de obra estrangeira  (07/06/2019)

A Associação Nacional 
de Governadores do Japão 
pediu ao Ministério da Jus-
tiça que aumente o núme-
ro de setores vocacionais 
que aceitam trabalhadores 
estrangeiros para aliviar a 
falta de mão de obra que 
atinge o Japão.
O governador da província 
de Aichi, Hideaki Ohmura, 
que lidera um grupo en-

carregado de questões re-
lacionadas a trabalhadores 
estrangeiros, encontrou-se 
com o ministro da Justiça 
do Japão Takashi Yamashi-
ta na sexta-feira.
Ohmura disse ao ministro 
que companhias de pe-
queno e médio porte do 
Japão enfrentam séria falta 
de mão de obra em todo o 
país.

Setsuko Thurlow recebe doutorado 
honorário da Universidade de Toronto

Quantidade recorde de 
drogas é apreendida em navio 
na costa do Japão

Premiê japonês diz que sistema 
de defesa contra mísseis não 
será alvo de ataques

Setsuko Thurlow (05/06/2019)

Drogas (05/06/2019)

Defesa nacional (07/06/2019)

ASetsuko Thurlow, uma 
sobrevivente da bomba 
atômica de Hiroshima e 
ativista contra armas nu-
cleares, recebeu um dou-
torado honorário de uma 
universidade canadense.
A Universidade de Toron-
to concedeu a honraria na 
terça-feira em reconheci-
mento aos seus relevantes 
serviços prestados pelo 
bem comum como líder 
voluntária do movimento 
de desarmamento nuclear. 
Thurlow, que estudou na 
universidade, trabalhou 
como assistente social en-
quanto falava ao redor do 
mundo sobre sua experiên-
cia no bombardeio ocorri-
do no Japão quando tinha 
13 anos de idade.
Em seu discurso na ceri-
mônia de graduação da 
universidade, ela falou 
em nome de todos os so-
breviventes dos bombar-

As autoridades japone-
sas fizeram uma apreensão 
recorde de drogas estimu-
lantes ilegais em um navio 
suspeito em alto mar.
Segundo autoridades da 
polícia de Tóquio, foram 
encontrados quase mil qui-
logramas de narcóticos em 
uma embarcação ao largo 
da costa da província de 
Shizuoka, região centro
-leste do Japão, na noite de 
segunda-feira.
Elas informam que as dro-
gas têm valor de venda 
estimado em cerca de 555 

O premiê japonês, Shin-
zo Abe, disse que o Aegis 
Ashore, novo sistema de 
mísseis interceptadores 
que vai ser posicionado 
no país, não será um alvo 
já que não representa risco 
para os países da região.
Abe falou em uma sessão 
da Câmara Alta na sexta-
feira. Sua declaração foi 
seguida por um pedido de 
desculpas do Ministério 
da Defesa a assembleias 
locais da província de Aki-
ta, no nordeste do Japão, 
com relação a informações 
topográficas imprecisas 
apresentadas para o posi-
cionamento do sistema na 
região.
O Ministério havia utili-
zado a informação para 
argumentar que o Centro 
de Treinamento Araya da 
Força Terrestre de Autode-

deios, conhecidos como 
“hibakusha”. Ela disse que 
“nós estamos comprometi-
dos em assegurar que a de-
sumanidade e imoralidade 
das armas nucleares nunca 
sejam infligidas sobre ou-
tros seres humanos”.
Em 2017 ela recebeu o 
Prêmio Nobel da Paz em 
nome da ICAN, a Cam-
panha Internacional pela 
Abolição das Armas Nu-
cleares.
Thurlow disse que os es-
forços da ICAN e de ati-
vistas contribuíram para a 
adoção do Tratado de Proi-
bição de Armas Nucleares 
nas Nações Unidas, ape-
sar da forte oposição das 
potências nucleares. Ela 
pediu que os novos gradu-
ados sejam agentes de mu-
dança, e disse que “amor 
visionário inabalável é a 
única força que pode su-
perar os problemas mun-
diais”.

milhões de dólares.
Sete cidadãos chineses na 
embarcação foram presos 
por posse de drogas visan-
do lucros. As autoridades 
acreditam que os suspeitos 
estejam ligados a grupos 
internacionais de tráfico de 
drogas e organizações cri-
minosas japonesas.
Os investigadores afir-
mam que as drogas prova-
velmente estavam sendo 
contrabandeadas de Hong 
Kong ao Japão, onde elas 
têm preço de venda relati-
vamente alto.

fesa, na cidade de Akita, é 
o único local apropriado na 
região para o sistema.
Abe disse que considerou 
com seriedade as preocu-
pações dos moradores so-
bre o plano. Ele afirmou 
que o sistema é essencial 
para que o Japão proteja 
seu povo e propriedade 
de possíveis ataques com 
mísseis balísticos, e que 
seu objetivo é puramente 
defensivo.
Abe acrescentou que o 
sistema não representará 
uma ameaça aos países da 
região, incluindo a Rús-
sia. Ele disse que o Japão 
vai introduzir e operar o 
Aegis Ashore de maneira 
independente, e não irá po-
sicionar um sistema opera-
do pelas Forças Armadas 
americanas.

Ele pediu também mais 
ajuda financeira para a 
criação de um ambiente 
propício a uma sociedade 
mais harmoniosa, incluin-
do a criação de centros de 
consulta com atendimento 
de 24 horas para trabalha-
dores estrangeiros.
Yamashita disse que o Mi-
nistério vai levar o pedido 
em consideração e desen-

volver melhor o sistema de 
aceitação de trabalhadores 
estrangeiros.
Uma revisão da lei de imi-
gração entrou em vigor 
em abril, permitindo que 
estrangeiros com habilida-
des específicas trabalhem 
em 14 setores, como o de 
restaurantes, construções e 
agricultura.

Governo japonês aumentará imposto 
sobre o consumo em outubro

Imposto  (05/06/2019)

A NHK apurou que o go-
verno japonês decidiu não 
adiar o aumento do imposto 
sobre o consumo que está 
previsto para outubro. A me-
dida fará parte de uma pro-
posta sobre as políticas eco-
nômicas e fiscais para o ano.
O governo também intro-

duzirá medidas de estímulo 
econômico que julgar ne-
cessárias. Segundo econo-
mistas, o aumento sobre o 
imposto poderá desacelerar 
a economia japonesa.
O Japão planeja aumentar o 
imposto sobre o consumo de 
8% para 10% para revitali-

zar a saúde fiscal do país e 
financiar o sistema de segu-
ridade social.
O governo também prepa-
rará políticas para lidar com 
oscilações de demanda an-
tes e depois do aumento. O 
imposto de 8% poderá con-
tinuar a vigorar para certos 

produtos alimentícios e de 
necessidades diárias, por 
exemplo.
De acordo com a proposta 
sobre políticas econômicas 
e fiscais para o ano, Tóquio 
ainda preparará medidas 
para lidar com possíveis 
problemas causados pela 
disputa comercial entre os 
Estados Unidos e a China.
O governo japonês deseja 
obter a aprovação do Gabi-
nete sobre as políticas ainda 
em junho.

Putin inquieto com “cooperação 
militar” nipo-americana

Putin (07/06/2019)

O presidente da Rússia, 
Vladimir Putin, reiterou 
que o Japão deve lidar com 
preocupações de Moscou 
em relação à segurança, de 
forma a conseguir progres-
so nas conversações sobre 
um tratado bilateral de paz.

Putin falou a representan-
tes de agências de notícias 
nos bastidores de uma reu-
nião internacional em São 
Petersburgo, na quinta-fei-
ra.
Ele disse que as preocupa-
ções da Rússia estão rela-

cionadas principalmente 
com a cooperação militar 
do Japão com os Estados 
Unidos. Tóquio tenciona 
instalar no país o sistema 
de defesa contra mísseis, o 
Aegis Ashore dos Estados 
Unidos.

Putin também se referiu ao 
tratado de segurança nipo
-americano. Ele disse ne-
cessitar de tempo para ver 
se o Japão consegue tomar 
decisões independentes 
sob os termos do tratado.
Putin planeja se encontrar 
com o premiê japonês, 
Shinzo Abe, no dia 29 de 
junho, nos bastidores da 
reunião de cúpula do G-20 
em Osaka, região oeste do 
Japão.

Mitsubishi Heavy Industries anuncia 
intenção de adquirir divisão de 
jatos da Bombardier

Mitsubishi (06/06/2019)

A japonesa Mitsubishi 
Heavy Industries reve-
lou que está negociando a 
compra de uma divisão de 
jatos regionais de sua rival 
canadense, a fabricante de 
aeronaves Bombardier.
A Mitsubishi disse que 
está negociando a compra 
da divisão da empresa ca-
nadense para jatos com 

capacidade de 50 a 100 
pessoas.
A companhia japonesa tem 
sua própria divisão de ja-
tos, o Mitsubishi Regional 
Jet, ou MRJ, com capaci-
dade de 70 a 90 passagei-
ros, mas sua entrega tem 
sido adiada devido a uma 
série de problemas.
A empresa adiou a entrega 

do MRJ cinco vezes até o 
momento. Agora o prazo 
para a primeira entrega da 
aeronave é meados do ano 
que vem, o que representa 
7 anos de atraso em rela-
ção à data original.
A Bombardier tem mui-
ta experiência no setor de 
jatos regionais. Ela detém 
uma grande fatia do mer-

cado mundial desse tipo de 
aeronave, juntamente com 
a fabricante brasileira Em-
braer.
A Mitsubishi Heavy In-
dustries deseja melhorar 
seu know-how no desen-
volvimento de jatos e na 
manutenção do sistema 
após a entrega.
A empresa japonesa tam-
bém pretende aparente-
mente obter uma vanta-
gem no desenvolvimento e 
vendas no mercado através 
da aquisição da divisão da 
rival.

Japão lança grupo para promover entrada de empresas 
japonesas no mercado africano

Velocista japonês marca 9,96 segundos 
em corrida de 100 metros rasos

Mercado africano (07/06/2019)

Corrida de 100 metros rasos (06/06/2019)

O governo japonês lan-
çou um grupo, formado 
pelos setores público e pri-
vado, para promover a en-
trada de empresas do país 
nos mercados africanos.
Na quinta-feira, o ministro 
dos Negócios Estrangei-
ros do Japão, Taro Kono, 
falou na primeira reunião 
do grupo em Tóquio. A 

O velocista japonês Abdul 
Hakim Sani Brown crono-
metrou 9,96 segundos na 
semifinal da corrida de 100 
metros rasos masculina do 
campeonato da NCAA no 
estado do Texas, nos EUA. 
Ele teria contado com a 

equipe inclui entidades do 
governo e a principal fede-
ração de negócios do país, 
Keidanren.
Kono disse que, enquanto 
outros países estão inves-
tindo mais na África, o 
gasto japonês em relação 
ao continente continua o 
mesmo. O chanceler afir-
mou que o Japão é um 

ajuda de vento favorável de 
2,4 metros por segundo.
O atleta, de 20 anos, atu-
almente é aluno da Uni-
versidade da Flórida, e no 
mês passado se tornou o 
segundo corredor japonês 
a quebrar a barreira dos 10 

“grande derrotado” em 
termos de investimento na 
África.
Kono declarou que o Ja-
pão precisa aproveitar suas 
tecnologias e parceria com 
outros países para ampliar 
sua presença na África.
O ministro da Economia, 
Comércio e Indústria, Hi-
roshige Seko, por sua vez, 

segundos. Ele tem o objeti-
vo de competir nas Olimpí-
adas de Tóquio no ano que 
vem.
Sani Brown se classificou 
para a final após terminar 
em segundo na semifinal de 
quarta-feira. O tempo con-
quistado na corrida dos 100 
metros rasos não foi regis-
trado oficialmente porque 

disse que a África é a “úl-
tima fronteira” do mundo 
em termos de mercado.
Em agosto, será realiza-
da em Yokohama a Con-
ferência Internacional de 
Tóquio sobre o Desenvol-
vimento Africano, ou TI-
CAD.
Membros afirmam que vão 
aproveitar o encontro para 
pedir a governos africanos 
que criem um ambiente de 
negócios mais acessível 
para empresas japonesas.

contou com a assistência de 
vento favorável de mais de 
2 metros por segundo.
Sani Brown está previsto 
para fazer parte das próxi-
mas corridas de 100 e 200 
metros rasos, além da final 
de revezamento de 400 me-
tros, que serão realizadas 
nesta sexta-feira.
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に
入は

い

る
。

こ
れ
を
終お

え
れ
ば
基き

礎そ

工こ
う

事じ

は
完か

ん

了り
ょ
うし
、
屋や

根ね

の
建け

ん

設せ
つ

な

ど
に
着

ち
ゃ
く

手し
ゅ

す
る
。

　

同ど
う

パ
ビ
リ
オ
ン
は
２
階か

い

建だ

て
で
延の

べ
床ゆ

か

面め
ん

積せ
き

は
約や

く

１
５
０
０
平へ

い

方ほ
う

メ
ー
ト
ル
。

地ち

階か
い

は
飲い

ん

食し
ょ
く

店て
ん

な
ど
の
商

し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

施し

設せ
つ

を
誘ゆ

う

致ち

す
る
。
１
階か

い

は
壁か

べ

を
設も

う

け
ず
開か

い

放ほ
う

し
、
展て

ん

示じ

会か
い

や
結け

っ

婚こ
ん

式し
き

な
ど
で
使し

用よ
う

さ
れ
る
予よ

定て
い

。
ま
た
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

の

土と

地ち

を
１
階か

い

の
床ゆ

か

の
高た

か

さ
に

合あ

わ
せ
て
整せ

い

備び

す
る
計け

い

画か
く

も

立た

っ
て
い
る
。

　

菊き
く

地ち

義よ
し

治は
る

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
国こ

く

士し

舘か
ん

は
今い

ま

、
年ね

ん

に
数す

う

回か
い

の
イ
ベ
ン

ト
会か

い

場じ
ょ
うで
し
か
な
い
。
で
も

将し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
は
日に

っ

系け
い

企き

業ぎ
ょ
うの
先せ

ん

進し
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つの
展て

ん

示じ

や
、
日に

本ほ
ん

の

若わ
か

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招

し
ょ
う

待た
い

し

て
音お

ん

楽が
く

祭さ
い

を
開か

い

催さ
い

す
る
な
ど

し
、
こ
こ
を
新あ

ら

た
な
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

地ち

、
発は

っ

信し
ん

拠き
ょ

点て
ん

に

し
て
ほ
し
い
」
と
期き

待た
い

を
示し

め

し
た
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
うは
同ど

う

セ
ン
タ
ー
を
使つ

か

っ
て
、
桜

さ
く
ら

祭ま
つ

り
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大た

い

会か
い

な
ど
を
開か

い

催さ
い

し
、

イ
ベ
ン
ト
会か

い

場じ
ょ
うの
賃ち

ん

貸た
い

料り
ょ
うを

得え

て
い
る
。
し
か
し
維い

持じ

費ひ

の
方ほ

う

が
高た

か

く
、
万ま

ん

年ね
ん

赤あ
か

字じ

経け
い

営え
い

。
再さ

い

開か
い

発は
つ

を
機き

に
、
黒く

ろ

字じ

収し
ゅ
う

益え
き

を
維い

持じ

で
き
る
施し

設せ
つ

を

目め

指ざ

す
。

　

現げ
ん

在ざ
い

幹か
ん

線せ
ん

道ど
う

路ろ

か
ら
同ど

う

セ

ン
タ
ー
を
繋つ

な

ぐ
道ど

う

路ろ

も
拡か

く

張
ち
ょ
う

工こ
う

事じ

中ち
ゅ
うだ
。
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
水み

ず

本も
と

セ

ル
ソ
典の

り

満み
つ

専せ
ん

任に
ん

理り

事じ

に
よ
れ

ば
、
セ
ン
タ
ー
に
繋つ

な

が
る
舗ほ

装そ
う

さ
れ
た
道ど

う

路ろ

は
現げ

ん

在ざ
い

１
本ぽ

ん

の
み
だ
が
、
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
は
３

本ぼ
ん

に
増ふ

え
、
ア
ク
セ
ス
が
改か

い

善ぜ
ん

さ
れ
る
と
い
う
。

　

同ど
う

パ
ビ
リ
オ
ン
建け

ん

設せ
つ

と

周し
ゅ
う

辺へ
ん

土と

地ち

の
整せ

い

備び

に
係か

か

る
総そ

う

予よ

算さ
ん

は
３
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
。

　

改か
い

装そ
う

工こ
う

事じ

の
た
め
４
月が

つ

か

ら
休

き
ゅ
う

業ぎ
ょ
うし
て
い
た
聖せ

い

市し

リ
ベ

ル
ダ
ー
デ
区く

の
和わ

食し
ょ
く

レ
ス

ト
ラ
ン
「
エ
ス
パ
ッ
ソ
和か

ず

」

（T
o

m
a

s G
o

n
za

g
a

, 
8

4

）
が
４
日か

、
全ぜ

ん

館か
ん

内な
い

装そ
う

を
一い

っ

新し
ん

し
、
営え

い

業ぎ
ょ
うを
再さ

い

開か
い

し

た
。
定て

い

休き
ゅ
う

日び

も
火か

曜よ
う

日び

に
変へ

ん

更こ
う

し
た
。

　

地ち

階か
い

は
従

じ
ゅ
う

来ら
い

ど
お
り
の
和わ

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン
だ
が
、
２
階か

い

の
う
ど
ん
専せ

ん

門も
ん

店て
ん

「
Ｍ
ｅ
ｕ　

Ｕ
ｄ
ｏ
ｎ
」
が
閉へ

い

店て
ん

し
、「
Ｋ

Ａ
Ｚ
Ｕ　

Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」
の
喫き

っ

茶さ

ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
た
。

　
「
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ　

Ｃ
Ａ
Ｋ
Ｅ
」

で
は
従

じ
ゅ
う

来ら
い

の
日に

本ほ
ん

風ふ
う

ケ
ー
キ

や
大だ

い

好こ
う

評ひ
ょ
う

の
シ
ュ
ー
ク
リ

ー
ム
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加く

わ

え
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

パ
ン
職

し
ょ
く

人に
ん

監か
ん

修
し
ゅ
う

故こ

・
原は

ら

沢さ
わ

和か
ず

夫お

氏し

の
遺い

族ぞ
く

に

よ
る
１
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
を
含ふ

く

む
２
５
０
万ま

ん

レ
ア
ル
が
、
菊き

く

地ち

氏し

ら
の
尽じ

ん

力り
ょ
くに
よ
り
集あ

つ

ま

っ
て
お
り
、
残の

こ

り
は
文ぶ

ん

協き
ょ
うが

資し

金き
ん

を
用よ

う

意い

す
る
。

の
自じ

家か

製せ
い

パ
ン
の
販は

ん

売ば
い

を
開か

い

始し

す
る
。
日に

本ほ
ん

で
御お

馴な

染じ

み

の
惣そ

う

菜ざ
い

パ
ン
や
菓か

子し

パ
ン
、

各か
く

種し
ゅ

ブ
レ
ッ
ド
が
５
レ
ア
ル

か
ら
並な

ら

ぶ
。

　

支し

配は
い

人に
ん

の
長は

谷せ

川が
わ

洋よ
う

二じ

さ
ん
は
、「
防ぼ

う

腐ふ

剤ざ
い

不ふ

使し

用よ
う

、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
小こ

麦む
ぎ

の
使し

用よ
う

な
ど
素そ

材ざ
い

に
こ
だ
わ
り
ま
し

た
。
美お

味い

し
く
健け

ん

康こ
う

に
良よ

い

チ
ケ
ッ
ト
販は

ん

売ば
い

所じ
ょ

の
入い

り

口ぐ
ち

　

今こ
ん

月げ
つ

１
４
日か

か
ら
い
よ
い

よ
開か

い

幕ま
く

と
な
る
サ
ッ
カ
ー
南な

ん

米べ
い

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

（
コ
パ
・
ア
メ
リ

カ
）。
今こ

ん

月げ
つ

１
７
日に

ち

に
は
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うの
初し

ょ

戦せ
ん

と
な
る
チ
リ
戦せ

ん

が
聖せ

い

市し

モ
ル
ン
ビ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
（P

raca R
oberto 

G
om

es Pedrosa, 1
 - 

M
o

ru
m

b
i

）
で
開か

い

催さ
い

さ

れ
、
そ
の
観か

ん

戦せ
ん

チ
ケ
ッ
ト
の

販は
ん

売ば
い

が
国こ

く

内な
い

５
カ
所し

ょ

の
販は

ん

売ば
い

所じ
ょ

ま
た
は
公こ

う

式し
き

サ
イ
ト
（co-

p
aam

erica.co
m

）
で

行お
こ
なわ
れ
て
い
る（
７
日か

時じ

点て
ん

）。

　

販は
ん

売ば
い

所じ
ょ

の
１
カ
所し

ょ

は
聖せ

い

市し

の
メ
ト
ロ
・
バ
ラ
・
フ
ン

ダ
駅え

き

近ち
か

く
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
記き

念ね
ん

公こ
う

園え
ん

（A
v. A

u
ro 

S
o

a
re

s d
e M

o
u

ra 
A

ndrade, 6
6

4
, B

arra 
F

u
n

d
a

）。
同ど

う

駅え
き

を
出で

て
東

ひ
が
し

へ
向む

か
い
、
地ち

球き
ゅ
う

儀ぎ

の
オ
ブ

ジ
ェ
の
展て

ん

示じ

を
通と

お

り
過す

ぎ
る

と
、
入い

り

口ぐ
ち

の
看か

ん

板ば
ん

に
「
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ａ　

Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」

と
書か

か
れ
た
販は

ん

売ば
い

所じ
ょ

が
あ
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
観か

ん

戦せ
ん

し
た
い
試し

合あ
い

を
伝つ

た

え
、

チ
ケ
ッ
ト
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
観か

ん

戦せ
ん

席せ
き

の
場ば

所し
ょ

）
を
選え

ら

ん
で
購こ

う

入に
ゅ
うす
る
。
支し

払は
ら

い
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
出で

来き

る
。
英え

い

語ご

で
の
対た

い

応お
う

も
可か

能の
う

。
チ
ケ
ッ

ト
購こ

う

入に
ゅ
う

時じ

に
は
、
身み

分ぶ
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

の
提て

い

示じ

が
必ひ

つ

要よ
う

。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
１
人り

に
つ
き
１

試し

合あ
い

５
枚ま

い

、
７
ゲ
ー
ム
分ぶ

ん

ま

で
購こ

う

入に
ゅ
うで
き
る
。
ま
た
学が

く

生せ
い

や
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

等な
ど

は
、
身み

分ぶ
ん

証し
ょ
う

明め
い

書し
ょ

の
提て

い

示じ

で

半は
ん

額が
く

に
な
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
代だ

い

金き
ん

は
、

６
０
～
３
５
０
レ
ア
ル
。
そ

　

在ざ
い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

の
山や

ま

田だ

彰あ
き
ら

大た
い

使し

は
今こ

ん

月げ
つ

６
日か

に
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
国こ

く

連れ
ん

難な
ん

民み
ん

高こ
う

等と
う

弁べ
ん

務む

官か
ん

事じ

務む

所し
ょ

の
ジ
ョ
ゼ
・
エ

ガ
ス
代だ

い

表ひ
ょ
う

と
「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

難な
ん

民み
ん

・
移い

民み
ん

人じ
ん

道ど
う

支し

援え
ん

計け
い

画か
く

」
の
書し

ょ

簡か
ん

の
交こ

う

換か
ん

を
行

お
こ
な

っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
の
難な

ん

　

先せ
ん

日じ
つ

、
大お

お

手て

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店て

ん

で
夕ゆ

う

食
し
ょ
く

を
と
っ
た
が
、
実じ

つ

は
こ
の
種し

ゅ

の

飲い
ん

食し
ょ
く

店て
ん

が
苦に

が

手て

だ
。
と
い
う

の
も
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
好す

き

だ
が
、
バ
ー
ル
と
比く

ら

べ
無ぶ

愛あ
い

想そ
う

な
店て

ん

員い
ん

が
多お

お

く
、
飲い

ん

料り
ょ
うや

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
も
複ふ

く

雑ざ
つ

。
ポ
語ご

に
慣な

れ
な
い
オ
ー
リ
ャ
子し

に
は
注

ち
ゅ
う

文も
ん

が
難む

ず
か

し
い
。

　

そ
の
時と

き

の
店て

ん

員い
ん

は
と
て
も

親し
ん

切せ
つ

で
、
オ
ー
リ
ャ
子し

の
困こ

ま

っ

た
様よ

う

子す

を
見み

て
、
簡か

ん

単た
ん

な
ポ

語ご

で
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
選え

ら

び

方か
た

や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
具ぐ

材ざ
い

を

説せ
つ

明め
い

し
て
く
れ
た
。
後う

し

ろ
に

並な
ら

ん
で
い
た
客き

ゃ
く

も
オ
ー
リ
ャ

子し

に
苛い

ら

立だ

つ
こ
と
な
く
、
温

あ
た
た

か
く
見み

守ま
も

っ
て
待ま

っ
て
く
れ
、

ど
う
に
か
注

ち
ゅ
う

文も
ん

を
し
た
。

　

会か
い

計け
い

時じ

に
金き

ん

額が
く

を
確か

く

認に
ん

す
る
と
、
な
ぜ
か
少す

こ

し
高た

か

い
。

「
頼た

の

み
す
ぎ
た
か
」
と
反は

ん

省せ
い

し
な
が
ら
支し

払は
ら

い
、
品し

な

物も
の

を

待ま

っ
た
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
２
個こ

の
セ
ッ
ト
を
注

ち
ゅ
う

文も
ん

し
た
か
っ
た

の
だ
が
、
２
人り

分ぶ
ん

の
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
が
出で

て
き
て
、
暗あ

ん

澹た
ん

た

る
気き

持も

ち
に
…
。

　

レ
ジ
も
混こ

ん

雑ざ
つ

し
て
お
り
、

申も
う

し
出で

る
の
が
憚は

ば
か

ら
れ
た
。

渡と

伯は
く

２
ヵ
月げ

つ

、
ポ
語ご

の
勉べ

ん

強
き
ょ
う

を
疎お

ろ
そ

か
に
し
た
戒い

ま
し

め
だ
と
思お

も

い
、
一ひ

と

人り

だ
が
２
個こ

の
コ
ッ
プ

そ
れ
ぞ
れ
に
飲い

ん

料り
ょ
う

を
注そ

そ

ぎ
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
〝
苦に

が

い
〟
味あ

じ

の

す
る
豪ご

う

華か

な
夕ゆ

う

食し
ょ
く
を
味あ

じ

わ
っ

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
大
）

　

菊き
く

池ち

氏し

は
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
「
自し

然ぜ
ん

豊ゆ
た

か
な
良い

い
土と

地ち

で
、
立り

っ

派ぱ

な
体た

い

育い
く

館か
ん

も
あ
る

の
に
数す

う

十じ
ゅ
う

年ね
ん

間か
ん

あ
ま
り
使つ

か

わ
れ
ず
、
赤あ

か

字じ

経け
い

営え
い

の
ま
ま

で
勿も

っ

体た
い

な
か
っ
た
」
と
漏も

ら

し
た
が
、「
再さ

い

開か
い

発は
つ

委い

員い
ん

会か
い

（
佐さ

さ々

木き

ワ
ル
テ
ル
委い

員い
ん

長ち
ょ
う）

が
頑が

ん

張ば

っ
て
く
れ
て
、
よ
う
や

く
良よ

い
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
」
と
明あ

か

る
い
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
う
を
見み

せ
た
。
過か

去こ

、
木き

多た

喜き

八は
ち

郎ろ
う

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う

時じ

代だ
い

に
大だ

い

規き

模ぼ

再さ
い

開か
い

発は
つ

計け
い

画か
く

を
立た

て
た
も
の

の
、
予よ

算さ
ん

５
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル

が
集あ

つ

ま
る
目め

処ど

が
立た

た
ず
頓と

ん

挫ざ

し
た
歴れ

き

史し

が
あ
る
。
今こ

ん

度ど

こ
そ
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
シ
ン
ボ
ル

と
な
れ
る
か
？
！

基き

礎そ

工こ
う

事じ

中ち
ゅ
う

、
年ね

ん

内な
い

に
竣し

ゅ
ん

工こ
う

予よ

定て
い

国こ
く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

も
の
を
手て

ご
ろ
な
値ね

段だ
ん

で
提て

い

供き
ょ
うす
る
た
め
、
工く

夫ふ
う

を
凝こ

ら

し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一い

ち

度ど

お
試た

め

し
を
」
と
呼よ

び
か
け
て

い
る
。

　

販は
ん

売ば
い

さ
れ
る
パ
ン
の
種し

ゅ

類る
い

は
以い

下か

の
通と

お

り
。【
惣そ

う

菜ざ
い

パ

ン
】
カ
レ
ー
パ
ン
、
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
と
コ
ー
ン
の
パ
ン
、
シ

ソ
と
ベ
ー
コ
ン
の
パ
ン
、
キ

エ
ス
パ
ッ
ソ
和か

ず

が
新し

ん

装そ
う

開か
い

店て
ん

こ
だ
わ
り
自じ

家か

製せ
い

パ
ン
新し

ん

登と
う

場じ
ょ
う

伯は
っ

国こ
く

の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
難な

ん

民み
ん

流り
ゅ
う

入に
ゅ
う

に

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
４
億お

く

円え
ん

余あ
ま

り
の
支し

援え
ん

ム
チ
パ
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

と
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
の
パ
ン

な
ど
。【
菓か

子し

パ
ン
】
ア
ン

パ
ン
、
ク
リ
ー
ム
パ
ン
、
シ

ナ
モ
ン
ロ
ー
ル
、
メ
ロ
ン
パ

ン
な
ど
。【
ブ
レ
ッ
ド
】
抹ま

っ

茶ち
ゃ

と
オ
レ
ン
ジ
の
ブ
レ
ッ

ド
、
ク
ル
ミ
ブ
レ
ッ
ド
、
パ

ン
プ
キ
ン
シ
ー
ド
ブ
レ
ッ

ド
、
リ
ン
ニ
ャ
ッ
サ
（
亜あ

麻ま

）
ブ
レ
ッ
ド
な
ど
。

順
じゅん

調
ちょう

に進
すす

むパビリオン建
けん

設
せつ

（７） ２０１９年第５２５９号 	 ６月	 ８日	（土曜日）

１
７
日に

ち

、
聖せ

い

市し

で
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

初し
ょ

戦せ
ん

チ
ケ
ッ
ト
購こ

う

入に
ゅ
う

は
お
早は

や

め
に
！

コパ・アメリカ

建
けん

設
せつ

中
ちゅう

の原
はら

沢
さわ

パビリオン

拡か
く

張ち
ょ
う

さ
れ
た
２
階か

い

の
喫き

っ

茶さ

ス
ペ
ー
ス

１１０周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

事
じ

業
ぎょう

ス
を
行お

こ
な

う
予よ

定て
い

が
あ
り
ま

す
の
で
、
期き

待た
い

し
て
く
だ
さ

い
」
と
語か

た

っ
た
。
各か

く

種し
ゅ

情じ
ょ
う

報ほ
う

は
同ど

う

店て
ん

の
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
Ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
（w

w
w

.faceb
o

o
k

.
co

m
/esp

aco
k

azu
/

）

か
ら
確か

く

認に
ん

で
き
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１ 

０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うを

　

同ど
う

セ
ン
タ
ー
の
敷し

き

地ち

は

５
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
敷し

き

地ち

の

３
分ぶ

ん

の
１
が
原げ

ん

生せ
い

林り
ん

で
、
３

つ
の
池い

け

が
あ
り
、
約や

く

４
０
０

本ほ
ん

の
桜さ

く
ら
が
植う

え
ら
れ
て
い
る
。

体た
い

育い
く

館か
ん

や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
用よ

う

の
ホ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も

設せ
つ

営え
い

さ
れ
て
い
る
。

　

元も
と

々も
と

は
日に

本ほ
ん

の
国こ

く

士し

舘か
ん

大だ
い

学が
く

が
伯は

っ

国こ
く

の
大だ

い

学が
く

創そ
う

立り
つ

を
目も

く

的て
き

に
、
８
０
年ね

ん

か
ら
土と

地ち

を

徐じ
ょ

々じ
ょ

に
買か

い
取と

っ
た
も
の
で
、

８
２
年ね

ん

に
は
約や

く

２
千せ

ん

平へ
い

米べ
い

の

体た
い

育い
く

館か
ん

も
建け

ん

設せ
つ

。
し
か
し
経け

い

済ざ
い

的て
き

理り

由ゆ
う

か
ら
９
７
年ね

ん

に
文ぶ

ん

協き
ょ
うへ
寄き

贈ぞ
う

さ
れ
た
。

　
「
エ
ス
パ
ッ
ソ
和か

ず

」
は
今こ

年と
し

で
開か

い

店て
ん

８
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
、
４

日か

の
新し

ん

装そ
う

開か
い

店て
ん

時じ

に
は
、
周

し
ゅ
う

年ね
ん

数す
う

に
ち
な
ん
で
全ぜ

ん

品ぴ
ん

８
％

引び

き
セ
ー
ル
を
行

お
こ
な

っ
た
。
長は

谷せ

川が
わ

支し

配は
い

人に
ん

は
「
今こ

ん

後ご

も

記き

念ね
ん

セ
ー
ル
や
特と

く

別べ
つ

サ
ー
ビ

日に

本ほ
ん

で
独ど

く

自じ

の
進し

ん

化か

を
遂と

げ
た
惣そ

う

菜ざ
い

パ
ン
が
並な

ら

ぶ

民み
ん

・
移い

民み
ん

が
流

り
ゅ
う

入に
ゅ
う

し
て
い

る
ブ
ラ
ジ
ル
に
対た

い

し
、
最さ

い

大だ
い

４
億お

く

１
７
０
０
万ま

ん

円え
ん

の
無む

償
し
ょ
う

資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
行お

こ
な

う
こ
と
を
決け

っ

定て
い

し
た
。

　

近き
ん

年ね
ん

の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
経け

い

済ざ
い

や
社し

ゃ

会か
い

情じ
ょ
う

勢せ
い

の
悪あ

っ

化か

に

よ
り
、
今こ

年と
し

２
月が

つ

ま
で
に
約や

く

３
４
０
万ま

ん

人に
ん

の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

人じ
ん

が
難な

ん

民み
ん

や
移い

民み
ん

と
し
て
近き

ん

隣り
ん

諸し
ょ

国こ
く

へ
流

り
ゅ
う

出し
ゅ
つ。
ブ
ラ
ジ
ル

に
は
９
万ま

ん

６
千せ

ん

人に
ん

が
入は

い

り
、

そ
の
多お

お

く
が
北ほ

く

部ぶ

の
ロ
ラ
イ
マ

州し
ゅ
うで
生せ

い

活か
つ

し
て
い
る
。

　

同ど
う

計け
い

画か
く

で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
難な

ん

民み
ん

や
移い

民み
ん

及お
よ

び
受う

け

入い

れ
地ち

域い
き

住じ
ゅ
う

民み
ん

に
対た

い

す
る
総そ

う

合ご
う

的て
き

支し

援え
ん

を
実じ

っ

施し

。

基き

礎そ

的て
き

保ほ

健け
ん

サ
ー
ビ
ス
の
提て

い

供き
ょ
う

や
、
子こ

供ど
も

へ
の
暴ぼ

う

力り
ょ
く・
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

・
搾さ

く

取し
ゅ

か
ら
守ま

も

る
支し

援え
ん

等な
ど

が
実じ

っ

施し

さ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人じ

ん

の
難な

ん

民み
ん

の
他ほ

か

の
試し

合あ
い

は
、
開か

い

幕ま
く

戦せ
ん

が
１
９
０
～
５
９
０
レ
ア

ル
、
予よ

選せ
ん

が
６
０
～
３
５
０

レ
ア
ル
、
準

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
ん

決け
っ

勝し
ょ
うが
８
０

～
４
０
０
レ
ア
ル
、
準

じ
ゅ
ん

決け
っ

勝し
ょ
う

が
１
０
０
～

５
９
０
レ
ア
ル
、

３
位い

決け
っ

定て
い

戦せ
ん

が

６
０
～
３
５
０

レ
ア
ル
、
決け

っ

勝
し
ょ
う

戦せ
ん

が
２
６
０
～

８
９
０
レ
ア
ル
。

な
お
、
試し

合あ
い

会か
い

場じ
ょ
う

に
よ
っ
て
チ

ケ
ッ
ト
の
最さ

い

低て
い

価か

格か
く

が
異こ

と

な
る
場ば

合あ
い

も
あ
る
。

　

販は
ん

売ば
い

所じ
ょ

の
営え

い

業ぎ
ょ
う

時じ

間か
ん

は
月げ

つ

～

金き
ん

曜よ
う

日び

の
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

～
午ご

後ご

８
時じ

ま
で
。

や
移い

民み
ん

に
約や

く

２
億お

く

円え
ん

の
医い

療
り
ょ
う

機き

器き

提て
い

供き
ょ
う
や
国こ

く

際さ
い

機き

関か
ん

へ
の

寄き

付ふ

等な
ど

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
。
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